
闘盟彊 田富-盟国

置語圏盛醐盟国

取扱吉見明童
向 Eヨ

お買いあげいただきましでありが‘とうございました。

ご使用前に乙の取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

本機は日本国内専用のモデルですので、外国で使用することはできません。

本機を使用するには、郵政省のアマチュア無線局の免許が必要です。

また、アマチュア無線以外の通信には使用できません。

株式会社ケコウッド
|くENWOODCORPORATION 

。PRINTEDIN JAPAN 862幽0454・08(A)(KEI)
94/12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 93/12 



本機の特長一一一一一一一一一一一一一一一一一-4 / 

使いこなし編本書の読みかたー L 
機種のちがいー 5 司

各部の名称、と機能一一ー
表記上の約束一一一一一一一一一一一一一一一----6

使用上の注意"一一一一一一一一一一一一一一一一7

梱包品を確認する----------一一一一一一一一一一---8 

準備編
設置と接続一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一10

アンテナの接続一一一一一一一一一一一一一一10

アンテナについて一一一一一一一一一一一一一一一一一一一10

車載時の電源コードの接続一一一一一一一一一11

車載アングルの取り付け一一一一一一一一一一一一一一11

固定した局の電源コードの接続一一一一一一一12

ヒューズの交換一一一一一一一一一一一一一一13

マイクロホンの接続一一一一一一一一一一一一一一一一一13

外部スピーカーの接続一一一一一一一一一一一一一一一13

パケット用通信機器の接続一一一一一一一一一一一一14

基本編
電源を入れる一一一一一一一一一一一一一一一一一一一16

ボリュームを調節する一一一一一一一一一一一一17

スケルチをあわせる…一一一一一一一一…一一一18

操作バンドを選択する一一一一一--------一一一一一一一一19

モードを選ぶ------------一一一一一一一一一一一一20

周波数をあわせ、受信する一一一一一一一一一一21

送信する一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一22

こんなときこう使う一一一一一一一一一一一一一一一一一一一23

本体一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一26

ディスプレイ一一一一一一一一一一一一一一28

マイクロホンー---------一一-----------------------29 

メニュー早見表一一一一一一一一一一30

メニューA機能一一一一一一一一一一一一---30

メニューB機能一一一一…一一一---------------31 

レピータを使って交信する一一一一-32

オートレピータオフセットー一一一一一一一一一一-32

シフト幅一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---33

リパース一一-------------------------一一一一一一一34

メモリーチャンネルに登録する一一-35

工場出荷時のメモリーの値一一一一一一一一一一35

メモリーに登録できるデータ一一一一一一一一一一35

シンプレックスチャンネルメモリー

(送受信周波数が同じ場合の登録) ー…--36

スプリットチャンネルメモリー

(送受信周波数が違う場合の登録) 一一--36

コールチャンネルメモリ一一一一一一一一一一一一37

メモリーチャンネル呼び出し一一一一一一一一一38

メモリ一周波数の一時変更…一---------一一一39

チャンネル表示一一一一一一一一…一一一一40

メモリーシフトー一一-------------何一一------一-41

メモリークリア---------一一一一一---------…ー41

スキャン一一一一一一一一一一一一一一一一一一-42

各スキャンに共通の操作一一一一一一一一一42

スキャン再開条件の選択一一一一一一一一一一一43

ノすンドスキャン恒一一一一一一一一一一一一一一一一一一-43

プログラムスキャンー一一一一一一一一一一一一一一一-44

メモリースキャン一一一一一一一………一一一一一45

コールスキャン一一一------一一一一一一一----------45 

特定の相手局と交信する一一一一一一一46

CTCSS (トーンスケルチ) 一一一一一一一一46

DTSS (Dual Tone Squelch System) 一一一一一48

ページング(PAG)一一一一------------------------51 

フルデュープレックス一一一ー一一一一一57



〈必要に応じて設定する編)C 保守&参考編 〉
キー操作系の設定一一一一一回開一一一60 故障かなと思ったら一一一一一一

ディスプレイ表示モードの設定一一一一一一一--60

ディスプレイの明るさの変更一一一一一一一一一一61

キーロックー--------一一------------------一一一一一一62

送信禁止のON/OFF一一一一一一一一一一一ー63

ビープ音のON/OFF一一一一一一一一一一一-63

マイクロホンキーの設定一一一一一一一一一一一64

受信系の設定一一一一一一一一一一一一一65

周波数ステップの変更一一一一一一一一一一一一一一65

プログラマブルVFO-一一一一一一一一一一一一一一一-66

ベル一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一68

Sメータースケルチー一一一一一一一一一一一70

オートパワーオフ (APO) 一一一一一一一一72

送信系の設定一一一一一一一一一一一74

送信出力の切り換え一一一一一一一一一一一74

タイムアウトタイマー (TOT) 一一一一一一75

その他の設定一一一一一一一一一一一76

ディジタルレコーデイング (DRS) 一一一一76

パケット通信のモード設定一一一一一一一一一一一78

マイクロホン端子 (RD)のスケルチ制御ーー79

パフォーマンスモード一一一一一一一一一一一一一一80

トラブルシューテイングー--------一一一一一-----------83 

アクセサリー一一一一一一一一一一一一一一一--85 

TSU-8 (CTCSSユニット)、 MEω1(拡張メモリー

ユニット)の取り付け一一一一一一一一一一一一一一一86

リモートコントロール機能 (MC-45DMまたは

TH-7を接続のとき)一一一一一一一一一一一--87

開局申請書の書きかた一一一一一一一一一一一一一一一一一回

送信機系統図一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--96

運用にあたってのご注意一一一一一一一一一一一一一97

アフターサーピスー---------------一一一一一一一--97

定格一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一98

操作早見一覧一回一一一一一一一一一一一一一一100

索引ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一102



デュアノレバンド受信機能搭載

モノバンドのカートランシーパーで、ありながら、デュアルバンドの受信が可能。

メインバンドとサブバンドを切り換えることにより、次のように2つのバンドが受信で

きます。

TM-251シリーズ

TM-451シリーズ

: 144MHz帯と430MHz帯を切り換えて受信

: 430MHz帯と144MHz帯を切り換えて受信

本
機
の
特
長

フノレデュープレックス機能搭載

デュアルバンド受信機能を生かして、メインバンドで送信しながらサブバンドで同時に

受信が可能です。この機能を使うと電話機の感覚で交信できます。(→p57参照)

(→p14参照)

DATA端子搭載

パケット通信も使用可能なデータ端子を搭載しました。

デジタルレコーディング機能搭載

CTCSS、DTSS、ページングやベル機能を使うと、留守番電話機のように留守時の受信

信号を録音することができる便利な機能です。(→p76参照)

ぺージング機能搭載

特定の相手と交信するときに便利なDTSSとページングの機能が内蔵されており、交信

の幅が広がります。また、ページングとベル機能をいっしょに使えば「いつ、だれか

ら」呼び出されたのかがわかります。(→p46参照)

DTSS、

シンプノレ操作

メニュー機能による設定の簡略化や、ファジー制御による同調つまみの採用により、使

用頻度の高いキーだけをパネル面に配置しました。このため、シンプル操作を実現し、

とてもあっかいやすくなりました。



tJ~た
本書は、次の5つの編で構成されています。

設置方法など、準備作業について説明しています。

お使いになる前に、必ずお読みください。

本
書
の
読
み
か
た
、

本機の基本操作について説明しています。

はじめてお使いになるかたは、まずここの内容をマスターしてください。また、どんなときに

どんな機能を使ったらよいか迷ったときに、楽しい4コマ漫画でご案内しています。
両
」

メモリーやスキャンなど、便利な機能の使いかたについて説明しています。

本機のすぐれた機能を使いこなすために、ぜ、ひお読みください。

いろいろな場合に応じて設定できる便利な機能を説明しています。必要に応じて
設定する編

機
種
の
ち
が
い

オプシヨン機器の取り扱いや、アフターサービスについて説明しています。

故障かなと思ったら、ここをご覧ください。

また、開局申請書の書きかたや操作早見一覧もこの編で説明しています。

がい撞
本書は、次の6つの機種を共通に説明しています。

. TM-251ρ5IDj251S ( 144MHz FMカートランシーパ-)

. TM-451j45IDj451S ( 430MHz FMカートランシーパー)

これらの機種は、周波数帯域と送信出力が異なります。それに伴い、いくつかの定格上のちがいもあります。

本文中の各説明は、 TM-251をもとに説明しており、ディスプレイは144MHz帯の表示を使用しています。

ただし、説明するうえで周波数等のちがいを示す必要がある場合は、各機種を区別して示しであります。

TM-251 /251 0/251 S 

TM-451/451 0/451 S 
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CE) 

@む
または

ζむ

轡キーやつまみの表示法

(VFO) aむ
またはまたは

( M~V)ζむ CD

表
記
上
の
約
束

⑮(川町CSS)⑮⑮⑨⑩し一一ー
または または またはまたは または

( SHIFT) ( SEL) (]:亙[)(SEL) c1歪む

⑤童D

告~(DTSS) と区別して表

-本文の説明では、キーやつまみは、本機に表示してある名称をζつで表しています。また、同調つまみ
はパネル上に名称はありませんが、⑨事Dと表示します。
. 1つのキーに2つ以上の表示があるキーについては、説明に応じた表示を用いています。

例: 穴 この場合、メモリーシフトの説明のときは③~と表示し、それ以外は (VFO) と表示し
\yF~ ています。

.@亘〉は(TONElCTCSS)と③歪むの2つがあるので、
示しています。

・マイクロホンの@)と②E は、 (UP/DWN)とまとめて表示しています。
-設定を解除する場合などに、どのキーを操作しでも同じになることがあります。このような場合には、

意のキー」と表記します。
「任

~(TONE)、

轡操作上のきまり

-連続して行なうキー操作は、 10秒以内で行なってください。操作の途中で10秒以上たつと、操作前の状態

に戻ってしまいます。

-何かのキーを押しながら電源を入れるときの操作は、電源を入れてから表示が出るまで、キーは押したま

まにしておいてください。

:メニューAの操作をして設定する機能であることを示しています。

:メニューBの操作をして設定する機能であることを示しています。数字は、そのメニューNo.

を表しています。

I )i;'@; I :使用するうえで、気をつけていただきたいことを説明山ますo

I ~~ 1:知っておくと役にたつことを説明山制。

ゐ)歯

:参照していただきたいページ数を表しています。(→p10参照)



j車

-本機の内部は調整済みです。

手を触れないでください。

-本機はDC13.8V用です。

大型車などの24V(こは直接接続

しないでください。

-故障の原因となりますので、

15.8V以上の電圧を加えないで

ください。

/〆

-車のシガレットライターソ

ケットへは接続しないでくだ

さい。シガレットライターソ

ケットは電流容量が小さいた

め、本機の電源としては不適

切です。

ご使用の前に必ずお読みください

• DC安定化電漉を使用する場合
は、濡れた手でACプラグに触

れないでください。

-コードやケーブルは、コネク

タ一部分を持って抜き差しし

てください。

-コネクターは確実に接続して

ください。

使
用
上
の
注
意

|クリーニングのご注意i
・お手入れの際は、電源コネク

ターを抜いてください。

-本機をシンナーやベンジンな

どで拭かないでください。

-汚れのひどいときは、水で薄め

た中性洗剤をご使用ください。
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監調
盟関 ご使用の前に必ずお読みください

梱包品がすべてそろっていることを確認してください。

@マイクロホン

@スタックプレート
(TM-451シリーズのみ)

4 ?  

@取扱説明書
@保証書
8JARL入会申込書
@サービス拠点一覧

@車載アングル

@車載アングル用取り付けねじ

一式

@@@:)Ce':l 

ゲ♂~グ63
ssss 

eoc電源コード
(ヒューズ:20AX2) 

@予備ヒューズ(本体用)

〆
機種 容量

TM-251 4A 

TM-451 5A 

TM-251D 
TM-451D 10A 
TM-451S 

TM-251S 15A 

I~~I 梱包箱などは移動するときやアフターサービスのご依頼などのた叫管川くことをおすすめ仇





ご使用の前に必ずお読みください
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電源コード
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EXT.SP端子

ANTケーブル DATA端子

アンヂナの購舗
1.背面のアンテナ端子にアンテナの同軸ケーブルを接続します。

機種ごとに指定のコネクターで、インピーダンス500のアンテ

ナを接続してください。

TM-251 /251 D/251 S : M型コネクター

TM-451/451 D/451 S : M型コネクター

コネクタ一外側のリングを締めます。

ANT端子 リング

アンチナについて
アンテナは、それぞれのバンドに適したものを接続してくださ

い。他バンド用のアンテナを使用すると、送受信の性能が極端に

悪くなり、正常な運用ができないことがあります。

本機のアンテナインピーダンスは500です。 8D-2V、RG-8/Uな

ど、 500系の同軸ケーブルを使用して、低SWR(1.5以下)の500
のアンテナに接続してください。

同軸ケーブルやアンテナのインピーダンスが異なっていたり、ア

ンテナの調整が不完全なときは、本機の性能を十分に発揮させる

ことができません。この場合、本機の保護回路が作動して送信出

力が低下したり、他の電子機器の動作に影響を与えることがあり

ます。

アンテナまでの距離が遠い場合など、同軸ケ}ブjレが長くなる場合

は、lOD-2Vなど低損失の同軸ケーブルの使用をおすすめします。

「京芸寸固定局で運用する場合は、落雷による火災、閥、人体への

障害、機器の損傷などを防ぐために、アンテナに避雷器を取

り付けることをおすすめします。
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-ハイパワーでの送信時には大きな電流が流れます。必ず付

属のDC電源コードまたは、オプションのノイズフィルター
をつけたDC電源コードをお使いください。(→p85参照)
.シガレットライターソケットへは接続しないでください。

シガレットライターソケットは電流容量が小さいため、本

機の電源としては不適切です。

・ショート事故防止のため、バッテリーのマイナス端子にあ

らかじめ接続されている線をいったん全部外し、取り付

け、配線完了後、バッテリーのマイナス端子を接続してく

ださい。

・ヒューズホルダーは、耐熱性のテープなどで巻き、水滴力、

ら保護してください。

・ノイズフィルターは、車の金属部分に直接接触しないよう

に、絶縁物を介して設置してください。

DC電源コードを車の12Vのバッテリ一端子に接続します。
赤の線はプラス極、黒の線はマイナス極です。

本機の電源コネクターをDC電源コードのコネクターに接続し
ます。

コネクターは確実に差し込んでください。

. DC電源コードは、熱や水滴の影響を受けない場所を選び、
しっかり固定してください。

・自E線穴を通すときには、グロメッ卜などを使って直接鉄板

の切り口がDC電源コードに触れないようにしてください。

霊童韓日寺の璽瀧:ヨードの鵠舗

車内側

、
ン
ヤ
|
、
ン 2. 

エンジンルーム
バッテリーへの配線は、プラスとマイナスの
極性に注意して配線してください。

車のシャーシの配線穴が小さい場合は、左図の

ようにヒューズホルダーを分解して通してくだ

さい。

犬ぺ協佐内側!

-取り付け位置は、安全性、操作性を考慮して決めてください0

・常に直射日光が当たる位置、風通しが悪い位置への取り付け

は避けてください。特にハイパワータイプは、放熱を考慮

し、背面のフィンをふさがない位置に取り付けてください0

・振動ではずれないように、しっかり取り付けてください0

・本機の電源コネクターは、車載アングルの取り付けが終わ

るまで接続しないでください。

喜重豊富アングルの取り付け
I jig I 
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車載アングル
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スタックプレート(TM岨451シリーズのみ)
向きは好みで変えられます。

I $~I 2台をセッ卜する場合は、スタックプレートを使用して図のように取り付けてください。

盟ま置した聞の覇瀬:Jードの鵠舗
「つ工手f寸ハイパワーでの送信時には大きな電流が流れます。必ず付属
し三竺」 のDC電源コードまたは、オプションのノイズフィルターをつ

けたDC電源コードをお使いください。

赤@

付属のDC電源コード

ヒューズホルダー

(ヒユース:'20A)

DC安定化電源
(PS-23，PS-33など)

AC 100V 
コンセント

本機を固定局として運用する場合は、 13，8VのDC安定化電源に接
続します。

DC安定化電源は、下記の電流容量のものをご使用ください。

おすすめの
機種 DC安定化電源の電流容量 DC安定化電源

TM-251 4A以上
PS-23 

TM-451 5A以上
TM-251 D，TM-451 D， 10A以上
TM-451S PS-33 
TM-251S 11A以上

1. DC電源コードをDC安定化電源に接続します。
赤の線はプラス極、黒の線はマイナス極です。

2，本機のDCコネクターをDC電源コードのコネクターに接続します。
コネクターは確実に差し込んで、ください。

「一玉三f寸本機の性能を十分に発揮するために、オプションのDC安定化電l参考 i 
し一二二一-l ;miPS-23、PS-33のご使用をおすすめします。



t:ューズの焚醜
ヒューズが切れたときは、切れた原因を対策した後に、必ず指定容量の

ヒューズに交換してください。

また、ヒューズを交換しでもすぐにヒューズが切れる場合は、電源コネ

クターを抜いて、お買い上げの販売店または当社サービスセンターへご

連絡ください。
準
備
編

機種 本体用ヒューズ容量

TM-251 4A 

TM-451 5A 

TM-251D 
TM-451 D 10A 
TM-451S 

TM-251S 15A 

EE -必ず指定されたヒューズをご使用ください0. DC電源コードのヒューズは20Aです。

マイク口ホンの擁繍

マイクロホン用
ソケット

マイクロホン用ソケットにマイクロホンのコネクターを接続します。

コネクターのストッパーがカチンと音がするまで深く差し込んでください。

ストッ/~ー

コネクター

マイクロホンコード

外部スピーカーの鵠鰻

背面のEXT.SP端子(インピーダンス8Q)に、外部スピーカーを接続し
ます。

.spj/ 

が聞こえなくなります。

，~，寸， ''''ど) r五~ 外部スピーカーについては、アクセサリー(→p85参照)をご覧
し ください。



トi瞳{曹関機轄の藤観
無線機の背面にあるDATA端子にTNC等のデータ通信機を接続し
てください。市販品の6ピンミニDlNケーブルを使用して確実に
配線します。操作については別ページをご覧ください。

(→p78参照)

バケツ

E(GND) 

パソコン/ワープロ

o 準
備
編

電事 PKD(送信データ入カ)
TNCのMIC出力を接続します。指定入力(→p78参照)
以上の入力はしないでください。

噂 D巨 (PKD用のGND)
TNC出力用のGNDです。
噂 PKS(DATA端子用SENDスイッチ)
PTT出力を接続します。 "L"に落とすと送信し、マイクは

ミュー卜されます。

重量 PR9 (高速用データ出力)
FM検波出力を出力します。
出力レベル:500mVp-p/10kQ 
骨 PR1(データ出力)
ボリュームに入る前の受信信号を出力します。通常の

1200bpsパケット、 RTTYに使用します。
出力レベル:300mVp-p/10kQ 
噂 SQC(スケルチ制御出力)
スケルチ制御信号を出力します。

E二コE二コcコE二コE土コcコ。00000000000 000  
口口000口口00口口円 000  
00口0000口OOOU 000  
oooooc二二二二コ000

RS232C 
ケーブル

I ~~I 
-スケルチ制御出力

信号を受信し、スケルチが潤いている時にTNC側が送信し
ないように制御するための出力です。パケット通信でない

音声による通信等に対する妨害や無用なリトライを防ぐ乙

とができます。

出力レベル

スケルチオープン時

スケルチクローズ時

DATA端子

+5V("H"レベル)
O V("L"レベル)

I iì~ I 
-本機とTNCの電源は共通にしないでください。また、パソ
コンに近づけるとノイズを受信することがあります。

oO(ô戸二~O弓

OL口 dJoロ
イラスト:TM-251S使用





交f霊前の準備

まず、電源を入れます。

基
本
編

住面〉を押す
電源が入ります。

約1秒間ディスプレイに onーが表示され、つづいて周波

数が表示されます。

もう一度(PWR)を押すと電源が切れます。

轡初期設定時のディスプレイ表示

TM-251/251 0/2518 

…宮持関丹
iYJ@封鎖観

3 5 7 90VER 

TM-451 /4510/4518 

パ叫士宮持関関
尾fjJ@観封鎖

3 5 7 90VER 



交信前の準備

スピーカーから聞こえる蛮声の大きさを調節します。

ボリュームを調節するには、 G豆〉を留します。

命

⑨ 

音量を大宮くするにはG豆〉を時計方向lこ園す 基
本
編

音量を小宮くするにはG豆〉を鹿時計方向に覇す

「五五1スケルチの設定により(VOL)を屈しても何も聞こえてこない場合がありますので、そ
し二二竺~の場合(;1:スケルチの設定値を低くしてください(→p18参照)。



交信前の準備

信号のないチャンネルを受信すると、ザーという雑音が聞こえます。

この雑音を立くす機能をスケルチと呼びます。

ふ
ゆ
⑪
③

1. (]豆〉を辰時計方向いっぱいに回す
スピーカーからザーという雑音が開こえます。

規制音声が聞こえる場合は、⑤重Dを回して交信
が行なわれていない周波数にあわせてください。

基
本
編

2.雑置が消えるまで、 G豆〉を少しずつ時計方向に
囲す

ある位置で、雑音が聞こえなくなります。

3.吉らに告しだけ回す
この状態で、ザッザッと雑音が聞こえる場合は、さらに

少し③⑤を回します。弱い電波が受信できない場合

は、少し③⑤を戻します。

-雑音が消える位置は、雑音量電波や温度などの周囲の影響により変化します。

-反時計方向に回すほど弱い電波を腎くことができます(スケルチのレベルを低くす

る)。逆に、時計方向に臨すほど弱い電波は聞こえなくなります(スケルチのレベ

ルを高くする)。

'8メータースケルチ機能を設定することにより、強い電波もコントロールできます
(→p70参照)。

ヨE



交信前の準備

本機は、メインバンドとサブバンドの2つの開放数帯が使用できます。

ただし、メインバンドでは送信と受信ができますが、サブバンドでは受信しかできません。

周波数の変更、各種の設定などのキー操作は、切り換えたバンドが対象となります。

購メインバンドとサブバンドを切り換える

基
本
編

1酋 ζDを押す

2. ~亙②を押す
サブバンドに切り換えたときは、ディスプレイに、切り

換えた周波数と+U(TM四451は+V) を表示します。

スピーカーからは、表示された周波数の受信信号が聞こ

えます。

操作1， 2を繰り返すたびにメインバンドとサプバンドが

切り換わります。

例 :TM・251 (メインバンド:144MHz、サブバンド:430MHz)の場合
メインバンドのとき(送信と受信が可能)

一副自丹丹
; '-; -，.窃却制

3 5 7 90VER 

サブバンドのとき(受信のみ可能)

+U 

パ『 33f丹丹
yjJ@留基.， L' 

3 5 7 90VER 

各機種のメインバンドとサブバンドの閤波数範囲を次に示します。

機種 | メインバンド | サブバンド
TM缶 1氾510/お18I 144.000MHz~145 叩5MHz I 430.000MHz~439.995MHz 
TM同451刈510外518I 430.000MHz~439.995MHz I 144.000MHz~145.995MHz 

「エエーっ 、バンドで送信しながら、同時にサブバンドで受信することができます。
i参考 IL一三三二.J (フルテsュープレックス→p57参照)。



交信前の準備

送受信の間波数をあわせる方法として、次の3種類があります。

• VFOモード ・メモリーチャンネルモード ・コールチャンネルモード

基
本
編

VFO司王ードのi謹訳
(VFO)を押す
⑤⑤を回して、周波数を選択できます。

メモリーチャンネルモードの溜訳

@むを押す

メモリーチャンネル番号が表示されま1

して、登録されているメモリーチャンネルを選択できま

す。

コールチャンネJレモードのi轟摂
マイクロホンの(CALL)を押す

ルチャンネルの周滋

Cが表示されます。

もう一度、マイクロホンの(CALL)を押すと、コール

チャンネル呼び出し前の状態に戻ります。ただし、メモ

リーチャンネルの場合は、呼び出した後に設定した情報

(例えばトーンやDTSSなど)はなくなり、登録されてい

る状態に戻ります。

各モードはそれぞれ次のような特徴を持っています。

VFOモード :⑤あで自由に周波数を変えることができます。メ

モリーに登鋒されていない周波数を使うときなどに選び

ます。

メモリーチャンネルモード:あらかじめ崩波数をメモリーチャンネルに登録してお

き、交信するときはメモリーチャンネルで呼び出しま

す。(→p35参照)
コールチャンネルモード コ-J.レチャンネルの周波数が呼び出されます。コール

チャンネルでの待ち受けや呼び出しのときに選びます。

(→p37参照)

コールチャンネル

不特定多数の相手局を呼び出すためのチャンネルです。各機種に1つのコールチャンネル

が設定されています。各機種のコールチャンネル周波数は次の通りです。

144MHzシリースず : 145.000MHz 

430MHzシリース:433.000MHz 

I..~~I -③重Dの代わりにマイクロホンの (UP/DWN)を使用することもできます。
-コールチャンネルの設定局波数は変更できます。また、スプリットチャンネルにも

できます(→p37参照)。



受信する

間波数をあわせるだけで、相手の信号を受信します。

1.(豆Eつを押す
VFOモードになり、ディスプレイに表示している周波数

で受信します。
基
本
編2. CJ望むを聞し、盟憧周j鹿散をあわせる

信号を受信すると、 BUSYを表示し、 S&RFメータ}が受

信信号の強さを表示します。スピーカーからは音声が聞

こえます。

間波数を高くするには G言むを時計方向に回す
周波数を低くするには G垂むを反時計方向に回す

ファジー制御による間波数ステップ

本機の(1Rl~ ) ，土、速く回すほど崩波数が大きく変化する「ファジー制御」を採用して
います。

ファジー制御により、田すスピ}ドにあわせて4段階に変化します。

例:設定ステップ周波数が20kHz(初期設定傭)の場合

ゆっくり回したとき(最小)

作
に20kHz

速く回したとき(最大)

叶
40kHz 200kHz 

Y 
この照4段階で変化する

1MHzノ

ファジー制御による⑮訟の動作は、次の操作時制動きます。

・シフト幅の変更(→p33参照)

・スプリツ卜チャンネル送信隠波数の登録(→p36参照)

・メモリーチャンネル番号の選択 (ME-1装着時) (→p36参照)

・メモリーチャンネルの呼び出し(→p38参照)

・プログラムスキャンの下限/上限隠波数の設定(→p44参照)

・DTSSコードの設定(→p48参照)

・ページングコードの設定(→p52参照)

・フルテ‘ユープレックスのON/OFFの設定(→p58参照)

・プログラマブJlNFOの下限/上限淘波数の設定(→p66参照)

「で~周波数ステップは、 5kHz、 10kHz、 15kHz、 20kHz、 12.5kHz 、 25kHzから選んで設
|参考 i 
し二二二二」定できます(→p65参照)。



基
本
編

送信する

周波数をあわせて、相手に送信してみましょう。

操作バンドは、メインバンドを漕択してください。

1.マイク口ホンの(pn)を押しながら話す
ディスプレイにONAIRが表示し、 S&RFメーターが送信

出力のレベルを表示します。

巨E -送信する前lこ必ずその周波数を受信し、他局が交信していないことを確かめてくだ

さい0

・マイクロホンは口元から5cm穏度離してください。声が大きすぎたり、マイクロホ

ンに近づきすぎると、送信{言号が大きくひずみます。また遠すぎると弱くて聞き取

りにくくなります。



ど、臨事務〆 1

観遠くの相手と交信したい 鞠よく使う周波数を簡単に 鞠よく使う周波数帯を
呼び出したい チェックしたい

基
本
編



審あの人だけを待ち受け 鞠設定をぜんぷ元にもどし 轍無線機が動かない
したい たい

基
本
編





各部の 称と機能

本体
前面パネルのキーの名称と、主な機能を説明します。

使
し1
ーァ

ιー
な
し
編
〆戸町、

各部

の

称名と 。(VFO) または③~通常は (VFO)として動作し、このキーを押

すとVFOモードになります。(→p20参照)

⑤⑤を回して自由に周波数を変えられま

す。

轡 ζD
それぞれのキーに割り当てられた機能を変更

します。

(Dの押しかたには、次のような種類が

あり、押しかたにより機能が異なります。機円E 
、、4ノ 1秒以上押し続けると、バンドスキャンを開

始します。(→p43参照)
(Dを押した後にこのキーを押すと、

③~として動作し、メモリーチャンネル
やコールチャンネルの内容がVFOモードに

移ります(メモリーシフト) 0 (→p41参照)

轡 ⑪[)またはζ~
通常は@むとして動作し、このキーを押

すとメモリーチャンネルモードになります。

(→p20参照) ⑤E を回してメモリー
チャンネルを呼び出せます。

1秒以上押し続けると、メモリースキャンを

開始します。(→p45参照)
( F )を押した後にこのキーを押すと、
( M )として動作し、表示されている周波

数冠て唖むで選んだメモリーチャンネルに

登録されます。(→p36，p37参照)

.(Dを押した後で、キーを押す

.(Dを押しながら、キーを押す

.(Dを1秒以上押す(メニューA機能の

設定状態になる)

轡 G②
スピーカーの音量を調節します。(→p17参
照)

融 (PWR)

電源をONjOFFします。また、指定のキーを

押しながら電源をONにすると、リセットを

行なったり、メニューB機能などを呼び出せ

ます。

窃⑤事D
このつまみを回すと、周波数やメモリーチャ

ンネル番号、スキャン方向、トーン周波数な

どの表示が変わります。⑤重Dの操作は、
すべてマイクロホンの (UP/DWN)でも操作

できます。

また、③Eは回す速度によりファジー制
御(→p21参照)が働きます。



骨 ②ELL)またf;t(SHIFT) 
通常は BELLJとして動作し、ベル機能を
ON/OFFします。(→p68参照)
また、 1秒以上押すと、 DRS録音内容の再生
を行ないます。(→p77参照)

ζDを押した後にこのキーを押すと、
(SHIFT )として動作し、受信周波数に対し
て送信周波数を+または にシフトします。

(→p33参照)

<<!) (TONElCTCSS)または告⑤
通常は(TONElCTCSS)として動作し、 トー
ンとcrcssのON/OFFを切り換えます。(→p46
参照)

f下)を押した後にこのキーを押すと、
( SEL)として動作し、 トーン周波数の設定
状態になります。 CTCSSにはオプシヨンの
TSU-8が必要です。(→p47参照)

嘩 (REV)または②亙Eう
通常は(REV)として動作し、レピー夕、シ
フト、スプリットメモリー動作中にこのキー

を押すと、送受信周波数が反転します。(→

p34参照)

( F を押した後にこのキーを押すと、

(BANDJとして動作し、メインバンドとサ
フ+バンドを切り換えます。(→p19参照)

申告歪むまたは(SEL) 
通常はrD'rssiとして動作し、 DTSSのON/
OFFを切り換えます。(→p49参照)
守主むを1秒以上押すとページングのON/
OFFを切り換えます。
(→p52参照)
( F ')を押した後にこのキーを押すと、
(SEL)として動作し、 DTSSコードやペー
ジングコードの設定状態になります。(→

p48~p55参照)

申③⑤
スケルチのレベルを調節します。

(→p18参照)

骨マイクロホン端子

マイクロホンのコネクターを接続します。

(→p13参照)

申 (LOW)または (LOCK)

通常は (LOW)として動作し、送信出力を
HIGH/MID/LOWに切り換えます。(→p74参
照)

CDを押した後にこのキーを押すと、
G歪むとして動作します。
メモリーチャンネルロックアウトやキーロッ

ク機能のON/OFFの設定もこのキーで操作し
ます。(→p45，p62参照)

使

こ
な
し
編
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各
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の
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と
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能
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ヂィスプレイ

電量 LOCIくキ}ロックがONのときに表示します。

骨 +V+日サブバンドを受信すると表示しまJすo 批判ンネル表示のとき
に、次の状態で表示します。
Lーサフゃバンドの430MHz帯の周波数を

i メモリーに登録しであるチャンネル

| のとき

」一一一一サブバンドの144MHz帯の周波数を

メモリーに登録しであるチャンネル

のとき

使

こ
な
し
編
(
各
部
の
名
称
と
機
能
)

曜TlOW
MID 

M

+

 

臨
圏
一

骨

骨

骨

静~

曾事告

送信出力がLOWまたは、 MIDのと
きに表示します。 HIGHのときは両

方とも消えます。

リパースがONのときに表示します。

CDが押されると表示します。
送信周波数と受信周波数の差があると
きに表示します。スプリットチャンネ

ル中は と+が向時に表示します。ま

た、シフト幅を設定(メニューA機

能)するときに点滅します。

ベル機能がONのときに表示します。
信号を受信すると点滅します。ま

た、ベル音を設定(メニューA機能)
するときに点滅します。

メモリ}チャンネルロックアウトが

ONのとき、 PAG時のグループコー
ド待ち受け不可の時に表示します。

鶴田E盟盟lメニューA機能の設定では点滅、 B
機能では点灯します。

命日1M ディスプレイの明るさを設定(メ

ニューA機能)するときに点滅しま

す。

申1.88 8.8 8 8.8サブ表示部として、受信周波数、
トーン周波数などを表示します。

窃APO オートパワーオフ機能がONのとき
に表示します。また、 ONjOFFを設
定(メニューA機能)するときに点

減します。

曜DPAG ページング機能がONのときに表示しま
す。

運動日丁自由 DTSSがONのときに表示します。

申TON臣 ト}ンがONのときに表示します。

電話CTCSSTSU四8(オプション)装着時に、
CTCSS (トーンスケルチ)がONの
ときに表示します。

鶴田臣臣p ビープ音のONjOFFを設定(メ
ニューA機能)するときに点滅しま

す。

申告T臣P 周波数ステップを設定(メニューA
機能)するときに点滅します。

4ID TOT タイムアウトタイマー機能がONのと
きに表示します。また、 ONjOFFを設
定(メニューA機能)するときに点滅
します。

曜D8.8. メモリーチャンネル番号やメニュー

No.などを表示します。また、コー
ルチャンネルモードのときはCを表

示します。

曲醐 送信中に表示します。

骨 受信時はSメータ一、送信時はRF
目FPFF?明曹メーターになります。

盛 一メイン表示部として、送受信周波
マEgg-mbg数、周波数ステップ、 トーン周波数
| などを表示します。

L一一一スキャン中に点滅します。

轡藍韮監誼霊童 スケルチが開いているときに表示しま
す。



骨藍霊室直璽 Sメータースケルチ機能がONのとき
に表示します。また、 ON/OFFを設
定(メニューA機能)するときに点
滅します。

曜TC自 スキャン再開条件がキャリアオベ

レートのときに表示します。タイム

オベレートのときは表示しません。

また、再開条件を設定(メニューA

機能)するときに点滅します。

マイク田君主ン
マイクロホンのキーの名称と機能を説明します。

験正吉主~輔

申 CQD
骨 (DWN)

末存のG望むの代わりになるキーです。周
波数の変更などを行ないます。押し続ける

と、連続して周波数が変化します。ファジー

制御(→p21参照)は動作しません。

事 (PTT)
送信するときに押します。(→p22参照)

申包豆K)
住吉Dを除くすべてのマイクロホンのキー
が動作しなくなります。

本体のキーは、ロックされません。

輔仁里う
このキーは、モニター機能または本体パネル

面の好みの機能を割り当てることができま

す。設定方法は、必要に応じて設定する編の

「マイクロホンキーの設定」をご覧くださ

い。(→p64参照)

骨(CALL) 
このキーを押すと、コールチャンネルモード

になります。 l秒以上押し続けるとコールス

キャンを開始します。必要に応じて他のキー

に割り当てることもできます。設定方法は、

必要に応じて設定する編の「マイクロホン

キーの設定」をご覧ください。(→併4参照)

申口UP フルデュープレックス機能がONの
ときに表示します。また、 ON/OFF
を設定(メニューA機能)するとき

に点滅します。

イ蔓

申 (VFO)~む
これらのキーは、本体前面パネルの

(VFO) / (M~V) 、 ~/ζむと同じ
動作をします。必要に応じて他のキーに割り

当てることもできます。設定方法は、必要に

応じて設定する編の「マイクロホンキーの設

定Lをご覧ください。(→p64参照)
L型空Jは1秒以上押し続けるとVFOスキャ
ンを開始します。

③むは1秒以上押し続けるとメモリース
キャンを開始します。

こ
な
し
編
(
各
部
の
名
称
と
機
能
)

命マイクロホンコネクター

本体のマイクロホン端子に接続します。

本体のマイクロホンコネクターを正面から見

たときの端子機能を下図に示します。



メ

メニューA機能
1.CDを1秒以上押す
MENUと現在のメニューの機能表示が点滅します。

f¥  2. (VFO)または③むを押して、設定したい機能表示を点滅させる
/十lt¥3⑤語Dを回して(またはマイクロホンの (UP/DWN)を押して)、設定したい状態を表示する
¥Aノ4.(PTT)を押す

ディスプレイの
メニューA機能の内容

初期 参照
機能表示(点滅) 設定値 ぺージ

口1M
ディスプレイの明るさ(ディマーレベル)を言量定します

d2 61 
(d1:一番明るい、也、 d3、d4:一番暗い、 OFF)

日臣臣p
キーを押したときのビープ音のON/OFFを設定します

On 63 
(On:有り、 OFF:無し)

$丁監p
周波数ステッブを設定します

20kHz 65 
(5kHz、10kHz、15kHz、20kHz、12.5kHz、25kHz)

TOT 
タイムアウトタイマ一機能の設定時間を設定します

OFF 75 
(OFF、3、5、10、20、30分)

APO 
オートパワーオフ機能の設定時間を設定します

OFF 72 
(OFF， 60、120、180分)

口UP フルデュープレックス機能のON/OFFを設定します OFF 58 

co スキャンの再開条件を設定します
tO 43 

(tO:タイムオベレートスキャン、 CO:キャリアオペレートスキャン)

酔事副!l闇 Sメ タ スケルチ機能のON/OFFを設定します OFF 70 

園面倒 + シフト幅を設定します d 33 
(OHz~40MHzの範囲内で設定)

G ベル機能動作時の呼び出し音の種類を設定します
bEL1 69 

(bEL1:プルプル音、 bEL2:ピピー音、 bEL3:チャイム音)

無表示
CTCSS、DTSS、ページングのときのディスプレイ表示モードを設定します

OFF 60 
(OFF、SUb1、SUb2)

I~~I (VFO )を押すと、機能表示の点滅は DIM→BEEP→…・無表示の}I慎序で変化します。また、@むを押すと、逆の}I慎序で変化します。



メニューB機能
1. (REV)を押しながら、電源をON'こする
MENUとメニューNo.が表示されます。

2. l VFO)または¥.MR)を押して、設定したいメニューNo.を表示する
3. (~~)l] )を回して(またはマイクロホンの (UP/DWN)を押して)、設定したい状態を表示する
4. (pnうを押す

メニューNo. メニューB機能の内容 初期 参照
設定値 ページ

50 MC-45DM (DTMFマイクロホン)をイ吏尽してリモートコントロールをすると OFF 87 
きのコントロール機能のON/OFFを設定します

51 ページング時に、呼び出しを受けた後の自動解除機能のON/OFFを設定します OFF 55 

52 ページング時のオープンページング機能のON/OFFを設定します OFF 56 

53 DTSSコード、の送出ディレイ時間を設定します 350 50 (350mSec.、550mSec.) (mSec.) 

55 送信禁止機能のON/OFFを設定します OFF 63 

56 メモリーチャンネルの周波数一時変質機能のON/OFFを設定します OFF 39 

57 パケット通信 (DATA端子使用)のボーレートを設定します 1200 78 ( 1200: 1200bps、9600:9600bps)

58 マイクロホン端子(RD)のスケルチ制御のON/OFFを設定します On 79 

59 ディスプレイ表示を周波数表示かチャンネル表示に設定します OFF 40 (On:チャンネル表示、 OFF:周波数表示)

60 プログラムスキャンの下限周波数を設定します 44 

61 プログラムスキャンの上限周波数を設定します 44 

62 プログラマブルVFOの下限周波数を設定します 最小 66 
周波数

63 プログラマブルVFOの上限周波数を設定します 最大 66 
周波数

64 ヒステリシスタイマ一機能のヒステ 1)シス時聞を設定します H OFF 71 (OFF， 125、250、500)

65 MC-45DM(DTMFマイクロホン)使用のとき、 DTMFメモリ一機能のデータを設 OFF 91 
定します (p:設定モード、 OFF:設定モード以外)

66 デジタルレコーデイング機能の録音時間の設定をします 8SEc. 76 (8Sec.、16Sec.)

67 デジタルレコーディング機能の録音条件の設定をします 77 (1 :エンドレス、 2:エンド)

L~~.I ③むを押すと、メニューNoは50→51→…67の)11買序で変化します。また、 (VFO)を押すと、逆の)11買序で変化します。

:し
嬬



て交信するピータを使つ
430MHz帯で、は、遠く離れた局どうじの交信ができるように、ピルの屋上や山の上など

の見通しの良い場所にレピータ(自動中継局)が設置されています。レピータを介する

と、送信出力が小さくても遠くの相手局と交信できます。

一般にレピータは、受信と送信の周波数が430MHz帯は5MHz離れています。また、送信

周波数に88.5Hzのトーン周波数が付加されている場合に動作します。

レピータ

B車A車

オートレピータオ?1!ット (.<1M柵特例$10/45.1$のみヂ)

本機は受信周波数をレピータの周波数(下記)にあわせると、自動的に送信周波数を下記

のようにシフトし、 88.5Hzのトーン周波数を付加するオートレピータオフセット機能を備

えています。

439.000~439.995MHz トーンON: -5MHz、

(VFO)を押す

VFOモードにします。

⑤望Dを回して、受信周波数を利用するレピータの周波数にあわせる
相手局が送信した信号を、レピータを介して受信できます。

2. 

使
い
こ
な
し
編

(
レ
ピ
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タ
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使
っ
て
交
信
す
る
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トーン表示シフト表示

同
日
制
盟
問

守
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国
醐
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田
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a
h
田
a

F
E唱
塩
田
，

川口一町

相手局の送信が終わったら、 (PTT)を押し送信する
自動的に送信周波数がシフトされ、自局からの信号がレピータを介して相

手局に送信されます。

ディスプレイは、送信周波数を表示します。

3. 

-レピータを使わなくても交信できる場合は、レピータの周波数範間外の周波数を設

定してください。

・レピータを使って交信する場合は、リバースおよびCTCSSは、 OFFに設定してくださ

い(→凶4，凶6参照)。

・トーン周波数(→凶7参照)の設定を、 88.5Hz以外の周波数に設定した場合は、現在設

定されているトーン周波数が出力され、レピータを利用できません。

I )ì~ I 



シフト

+または 方向にシフトできます。受信周波数に対して送信周波数を、

CDを押す

十、表示なしディスプレイの表示が一、

( SHIFT)を押す

この操作を繰り返すたびに、

(OFF) に切り換わります。

2. 

t
p
s卜

フ
フ
、ン、ン

向
向
方
方
平
一+αl

u
 

か悼一一小

一
+
表

使
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編
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す
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ムマ
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?
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zJ昨日一山
I jì~ I周波数範留を越えるシフトが設定されている場合比送信できません。

シフト輔在費聾する
シフト幅は40.000MHzまでの範囲で設定することができます。シフト幅は、現在設定され

ている周波数ステップ値(→p65参照)単位で変化します。

初期設定値は、 dの表示で、そのシフト幅は次の通りです。

TM-251β51Dβ51S :士600kHz
TM-451j451Dj451S : :土5MHz

CDを1秒以上押す

(VFO)または@むを押して、一十を点滅させる

押すたびに、機能表示が順次切り換わります。

点滅① 最後に使用した周波数

点滅シフト幅の設定値

( [ïSJ~r.J )を回して、設定したいシフト幅を表示する

(pnつを押す
設定が終了します。

3. 

4. 

-リバースをOFF'こして設定してください。

-筒波数範囲を越えるシフト幅が設定されている場合は、送信できません。
I jì~ I 



送信周波数と受信周波数をワンタッチで反転できます。レピータを使わずに相手と直接

交信ができるかどうかをチェックするのに便利です。直接交信ができる場合は、レピー

タを使わずに空いている周波数に移動して交信することをおすすめします。

リパース

告~を押す
押すたびにリパースがON/OFFします。

ONで表示、 OFFで消える

間
同
日
制
翻
四

F
官
av

岨
開
山

4
8咽
困
g

oJ明
aesh
阻
3

Bh句
醐

.. 

日
曹 TONE 

-周波数範囲を超える場合には、リパースはONできません0

.送信中はリパースのON/OFFはできません。I )ì~ I 

F玉三Zで寸例として、 439.920MHzのレピータ使用時のときの、リバース動作の周波数を次に示i参者べ|
L.ふムーーJ します。

送信周波数受信周波数

使
い
こ
な
し
編 434.920MHz 439.920MHz リ/¥-スOFF

439.920MHz 434.920MHz リ/¥ースON
(
レ
ピ
l
タ
を
使
っ
て
交
信
す
る
)



に盈録する

本機には、受信周波数や送信周波数、 DTSSコードなどのデータを登録できるメモリー
が40チャンネルあります。交信によく利用する周波数などをメモリーに登録しておく

と、チャンネル番号を選ぶだけでその周波数を呼び出せます。また、オプシヨンのME-

1 (拡張メモリーユニット)を取り付けるとメモリーを200チャンネルに増設できます

(→p86参照)。

工場出輔自専のメ晋リーの値
工場出荷時のメモリーは、次のように初期設定されています。メモリーの内容を初期設

定値に戻したいときはメモリーリセットを行なってください(→p82参照)。

初期設定値 144MHz帯 430MHz帯

VコメFーモOル周リチ波ー数チャンャネンルネ照ル波:1.0数2周一波数 145.000MHz 433.000MHz 

周波数ステップ 20kHz 20kHz 

トーン閤波数 88.5Hz 88.5Hz 

トーン、 CTCSS OFF OFF 

DTSS OFF OFF 

DTSSコード 000 000 

シフト (OFF，十，一) (表Q示FなFし) (表Q示FなFし)

シフト幅 :t600kHz (表示d) 土5MHz(表示d)

リバース OFF OFF 

使
い
こ
な
し
編

メ
モ
リ

チ
ヤ

/ 

メ電リーに畳鰻で曹番ヂータ え
メモリーの登録には、シンプレックスチャンネル(受信周波数と送信周波数が同じチヤ に
ンネル)とスプリットチャンネル(受信周波数と送信周波数がちがうチャンネル)の2 登
種類があります。 録
各チャンネルには、次のデータが登録できます。 す

るシンプレックス スプ1)ット 参照
チャンネル チャンネル ページ

受信周波数 O O 36 

送信周波数 × O 36，37 

周波数ステップ O O 65 

トーン周波数 O O 47 

トーン、 CTCSSのON/OFF O O 46 

DTSSのON/OFF，DTSSコード O O 48，49 

シフト (OFF，+司一) O × 33 

シフト幅 O × 33 

リバースのON/OFF O × 34 

0:登録できる X:登録できない



シンブiノックスチャン事)11)(竜王リー(送受信周波数が間じ場合の登録)

受信周波数を登録します。送信周波数の登録は省略できます。

1. 登録したい周波数を表示する

VFOモード、メモリーチャンネルモード、コールチャンネルモードの、ど

のモードの表示でも登録できます。

2. 周波数以外のデータを設定する(メモリーできるデータ→p35参照)

周波数だけの登録の場合は、操作3に進んでください。
データの設定方法については、それぞれのページを参照してください。

例:トーンONの場合

(TON巴豆竪Jを押してトーンをONにする(→p47参照)

3. CDを押す
ディスプレイに、 Fとメモリーチャンネル番号が表示されます。

表示 メモリーチャンネル番号

使

こ
な
し
編

Mι1装着時に百の桁が2のとき表示
します のとき表示します

4 ⑤Eを因して、登録したいチャンネル番号を表示する
5 ③むを押す
チャンネル番号が消え、登録が終了します。

〆戸句、

メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
登
録
す
る

ヨむ操作4でマイクロホンの(CALL)を押すと、コールチャンネルへ登録することができ
し一二二ι」 ます(→p37参照)。

スプリットチャンネルメ竜王リー(送受信周波数が違う場合の登録)

受信周波数を先に登録してから、送信周波数を登録します。送信周波数のみの登録はで

きません。

1. 登録したい受信関波数を表示する
VFOモード、メモリーチャンネルモード、コールチャンネルモードの、ど

のモードの表示でも登録できます。

2. 周波数以外のデータを設定する(メモリーできるデータ→p35参照)

周波数だけの登録の場合は、操作3に進んでください。
データの設定方法については、それぞ、れのページを参照してください。

3. ζDを押す
ディスプレイに、 Fとメモリーチャンネル番号が表示されます。

表示 メモリーチャンネル番号

、-"

....c四円円
j"'iJ.O U U 

ME-1装着時に百の桁が2のとき表示
します。

ME-1装着時に百の桁が1
のとき表示します

4 ⑤宣Dを回して、登録したいチャンネル番号を表示する



国

5. QJむを1秒以上揮す
スプレイに…十が表訴されます。

スプリットチャン
ネルの場合はここ
がちがいます。

6‘ G謹むを顕して、最録したし悌糧問波数を義務支る
さ?三人さい

7 ③むを押す
登録が終了します。

すでにデータカf登録されているスプリットチャンネルに、新規に受信周波数の

データを登録すると、以前の送信周波数は無効になり、シンプレックスチャン

ネルになります。またはメモリーチャンネルクリア、メモリーリセットでも角平

除できます。

I#~I -操作5と7でaDの代わりにマイクロホンの(CALL)を押すと、コールチャンネ
ルへ登録することができます。

・操作1の前に(]亙Q)でサブバンドにして受信周波数を登録し、操作6の前

にCOC]亙Q)でメインバンドに戻して送信周波数を登録すれば、スプリツト { 
チャンネルメモリーとすることもできます。

:J -)11'7-ャン事jレメ司君リー

コールチャンネルメモリーの周波数を変更できます。

し1

ιー
な
し
繍

シンフ。レツクスチャンネルまたはスプリツトチャンネルとして、メモリーに登録できま 77 
す。

モ
1) 

1. 登録したい周波数を表示する
VFOモードまたはメモリーチャンネルモードで行ないます。

2. 閤波数以外のデータを設定する

周波数だけの登録の場合は、操作3に進んでください。

データの設定方法については、それぞれのページを参照してください。

3. CDを押す
ディスプレイに、 Fとメモリーチャンネル番号が表示されます。

~..~ L田内向
i w..i ~，.日 uu

表示

メモリーチャンネル番号

スプリットチャンネルとし
f文訂了、 iて登録する場合は、ここの

ふマイクロホンの也些りを1秒以上押す|操作をしてください。
、デ千スプレイに」ゐトが表示されます。

& ③あ摘して、登銀したい送{奮闘腕表示する

6. マイクロホンの(CALL)を押す

コールチャンネル(→p20参照)への登録が終了します。

チ
ャ
ン
ネ
jレ

ヌ耳元
五五

録
す
る



メ署リーチャン事JlIP事び出し

メモリーチャンネルに登録された周波数や各種のデータを呼び出します。

1 ③むを押す
メモリーチャンネルモードになります。

2. ( 1Rl~ )を回して、希望のメモリーチャンネルを表示する
登録された周波数やデータが表示され、その周波数で受信します。

F事逼サブバンドの周波数が登録されているチャンネルを呼び出したとき、ディスプレイに
L....一一斗d +U(TM-451シリース壮+V)が表示されます。

メモリーチャンネJレのデータ盤聾

使

メモリーを呼び出した後に、周波数は変更できませんが、周波数以外のデータ (TONE、

一+等)は変更できます。

こ
な
し
編

1. 変更したいメモリーチャンネルを呼び出す

〆'句、

2. データを変更する
例えばG亙Dを押してTONE表示を出す

3. coを押す
4. aむを押す
変更されました。

メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
登
録
す
る
、-〆



)(竜王リー閤漉轍の一時護軍軍

マイクロホンの (UP/DWN)を使用して一時的にメモリーチャンネルの周波数を変更する

機能があります。初期設定は、 OFF(変更できません)です。

1. (REV)を押しながら、献をO配する

2. (VFO)または③むを押して、メニューNO.56を表示する

最後に使用した周波数

I 5i:il I 

表示

設定状態 メニューNo.

3 ⑤Eを回して、設定したい状態を表示する
On 変更できる

OFF:変更できない

4. (pnうを押す

On~こ設定した時、マイクロホンの (UP/DWN) を押すと、メモリーチャンネ

ルの周波数を一時的に変更できます。これは一時的な変更なので、再びそ

のチャンネルを呼び出すと内容は元に戻ります。

なお、 G垂直〉は、通常のメモリーチャンネル選択の動作をします。

-一時変更を行なうときの周波数ステップは、現在メモリーに登録されているステッ

プで変化します。

-周波数の可変範囲は、メモリーに登録されているバンドの周波数範囲内です。

・チャンネル表示がONtこ設定されている場合は、周波数の一時変更は行なえません。

使
い
こ
な
し
編

(
メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
登
録
す
る
)



チャン事JIJ襲恭

周波数表示をチャンネル表示のみに変更する機能があります。あらかじめメモリーチャ

ンネルに希望するデータを登録しておいてください。初期設定は、 OFF(周波数表示)

です。

1. (REV)を押しながら、電源をONにする

2. G⑥または@むを押して、メニューNO.59を表示する
最後に使用した潤波数

使

設定状態 メニュ-No.

3 ⑤雪Dを回して、設定したい状態を表示する
On チャンネル表示

OFF:周波数表示

表示

こ
な
し
編

4. (PTT)を押す
設定が終了します。

On~こ設定した時、 G重むを回すことにより、登録されているメモリー
チャンネルを順次呼び出せます。〆-、

メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
登
録
す
る

チャンネル表示の場合のテEィスプレイ サブバンド‘の144MHz帯をメモ 1)ーに
登録しであるとき表示
サブバンド‘の430MHz帯をメモリーに
登録しであるとき表示

士宮内cu 

I 5ì~ I -チャンネル表示にしたときは、次の機能は操作ができません。必要なデータおよび
機能はチャンネル表示にする前に設定してください。

・バンド切り換え(→p19参照)

.VFOモード、への切り換え(→p20参照)

・シフト幅の変更(→p33参照)

・メモリーへの登録(→p35~37参照)

・メモリーチャンネルの周波数ー持変更(→p39参照)

・メモリーシフト(→p41参照)

・バンドスキャン(→p43参照)

・プログラムスキャンの下限/上限の周波数設定(→p44参照)

・周波数ステップの変更(→p65参照)

・プログラマブルVFOの下限/上限の周波数設定(→p66参照)

・VFOリセット(→p82参照)

・メモリーリセット(→p82参照)

・フルデュープレックス(→p57参照)およびパフォーマンスモード(→p80参照)が

ONに設定されている場合は、チャンネ)v表示の設定はできません。

¥../ 



メ署リーシフト

メモリーチャンネルまたはコールチャンネルのデータを、 VFOモードにコピーして使用
することができます。メモリーに登録しであるデータを残したまま、一部のデータを修

正して交信したい場合などに使います。

1 ③むを押す
メモリーチャンネルモードになります。

2 ⑤重Dを回して、コピーしたいメモリーチャンネル番号を表示する

3. CDを押す

4. (M~V) を押す
メモリーチャンネルのデータがVFOモードにコピーされます。

I.... .. ~.~......I -スプリットチャンネルのデータは、受信閤波数のみがVFOモードにコピーされます0
・メインバンド、サブバンドともにメモリーシフトが行なえます。

・フルデュープレックス機能がONの持は、メモリーシフトはできません。

1 ③むを押す
メモリーチャンネルモードになります。

使
い
こ
な
し
編

)(司王リークリア

消去したいメモリーチャンネル番号を指定して、登録している内容をすべて消去できます。

2 ⑤雪Dを回して、消去したいメモリーチャンネル番号を表示する

〆-、
メ
モ
リ

チ
ャ
ン

.メモリーチャンネルの1チャンネルは、消去されません。

メモ!リj一4の附欄脚の山為電附

もメモリ一は保持されます。前にメモリ一した周波数が消えて初期設定f値直になるようでした lこ
ら、 リチ刊ウム崎電i池伽色仰の寿斡命で汁す。 お柑買Lい吋、吐よlげ向ず問の販鵬売商肘またlは岨正堵掛当卦ネ社桝士帥サ一吋ビスMセン汁タ一寸で電副i池由悦を校交 登
換して〈ださい(有料となります)。 録

す
る
、-ノ

3 ζDを押しながら、⑪むを押す
表示させたメモリーチャンネルの内容を消去し、次のチャンネJレを表示し

ます。

I....~...sl 



ンヤキス
スキャンとは、受信周波数を自動的に変化させる機能です。信号を見つけると自動的に

一時停止し、受信します。

スキャンには次に示す4種類の方法があります。

・ノfンドスキャン

.プログラムスキャン

.メモリースキャン

・コールスキャン

轟来事ャン，~共i瞳の操作

-スキャンを開始させる前に、あらかじめスケルチのレベルを調節しておいてください。

(→p18参照)
・スキャン中はMHz桁のドットが点滅します。

.0璽〉またはマイクロホンの (UP/O函〉でス-1-1'/の方向を変えられます。
・スキャン開始のときのスキャン方向は、最後に(向調〕を回した方向で開始します。

なお、初期状態はup方向から開始します。

-信号を見つけると、スキャンを中断して受信します。その後は設定された条件にした

がって、スキャンを再開します(→p43参照)。

・スキャンの解除は、 「任意のキー」を押してください。

・各スキャンは、マイクロホンの(PTT)を押しても解除されます。

使
い
こ
な
し
編

-スキャンをするときは、モニター(→p64参照)、ぺージング機能(→p52参照)お

よびベル機能(→p68参照)はOFFにしてください。

• CTCSSがONのとき(→p46参照)は、 トーンが一致したときのみ停止し、スケル

チを聞きます。

• OTSSがONのとき(→p49参照)は、スキャンはいったん停止した後、 OTSSコー

ドが一致したときのみスケルチが聞きます。

• SメータースケルチがONのとき(→p70参照)は、信号がスケルチ設定値より大き

いとき停止します。また、キャリアオペレートスキャンに設定されている場合は、

スケルチ設定値以下になると信号がなくなったと判断し、 2秒後にスキャンを開始

します。

I jì~ I 

(
ス
キ
ャ
ン
)



来事ャン再開費量件のi璽訳

信号を受信してから再びスキャンを開始するための条件を次の2種類から選択することがで
きます。初期設定は、タイムオベレートスキャン (tO)です。

5秒

-タイムオベレートスキャン (tO)

信号を受信するとスキャンを一時停止します。信号のあるなしにかかわらず、

後にスキャンを再開します。

-キャリアオベレートスキャン (CO)

信号を受信するとスキャンを停止します。信号がなくなると 2秒後にスキャンを再

開します。

CDを1秒以上押す

(VFO)または@むを押して、 co7ts減させる
押すたびに、機能表示が}11Ji:次切り換わります。

最後に使用した周波数① 
使
い
こ
な
し
編

点滅

⑮重Dを回して、設定したい再開条例表示する
tO タイムオベレートスキャン

CO キャリアオベレートスキャン

設定状態点滅

3. 

(
ス
キ
ャ
ン
)

す土品

す
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円
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設
4. 

設定後、キャリアオベレートのときはCOが表示されます。 CO表示が消え

ているときはタイムオベレートです。

バンドスヰャン

VFOモードで、バンドの全域をスキャンします。

。
す土品1U
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骨終了させる場合

隔雇11. r任意のキーJを押す
バンドスキャンは終了し、その時点の周波数で受信します。

ブ口グラマブルVFOの範囲を変更している場合は、その変更周波数範囲内でスキャン

します(→p66参照)。I jì~ I 



ブ自クヲムスキャン

プログラムスキャンは、あらかじめスキャン範囲をメモリーに登録しておくことによ

り、登録範囲内のみをスキャンします。登録範囲外のときは、通常のバンドスキャンに

なります。初期設定値は、その機種の工場出荷時のVFO周波数(→p35参照)です。

ブ口グラムスキャンの翼行

(VFO)を1秒以上押す
プログラムスキャンを開始します。

ブ口グラムスキャン範囲聖書室襲きする
下限周波書震の聾聾

告~を押しながら、電源をONにする

(VFO)または@むを押して、メニュ-No.60を表示する

表示...C 1'-'丹
i'-;";I. ， -， t.I メニューモードに

入る前に使用した
周波数

2. 

メニューNo.

⑤言Dを匝して、設定したい下限周波数を表示する
(PTT)を押す
設定が終了します。

3. 

4. 

使
い
こ
な
し
編

(REV)を押しながら、電源をONtこする

(VFO)または③むを押して、メニューNO.61を表示する

上限周漉轍の聾璽(
ス
キ
ャ
ン
)

表示...C "_，，.官
Iザ.:J.，市ιeに

た
いトし
一
周
モ
使
ユ
前
数

ニ
る
波

メ
入
周

画
メニューNo.

⑤⑤を回して、設定したい上眼周波数を表示する

(PTT)を押す
設定が終了します。

3. 

4. 

-設定は周波数範囲内で行なってください。

・下限周波数と上限周波数が同じ周波数の場合は、バンドスキャンとなります。

・メモリーチャンネルモード、コールチャンネルモードからメニューB機能に入った

場合は設定できません。

・フルデュープレックスが、ON、またはチャンネル表示カずONに設定されている場合は

設定できません。

-周波数ステップを変更したときに、商波数補正が発生した場合は、プ口グラムス

キャンの範囲も自動補正されます。

EE  

-⑨至。を回して設定したい周波数を合わせるときには、ファジー制御が働きま

す。(→p21参照)

・メインバンド、サブバンドそれぞれに設定できます。

-上限周波数または下限周波数のみを設定することもできます。

ヨ百



)(司王リースヰャン

メモリーチャンネルに登録されたすべての周波数を順番にスキャンします。

す古J酢lv
 
始

す

開
押
を
上
ン
以

ヤ

秒
キ
汁

ス駅

骨終了させる場合

時間 1. r任意のキ-Jを押す
メモリースキャンは終了し、その時点のメモリーチャンネルの周波数で受信し

}一一 ます。

「注意寸メモリースキャンのときは、メインバンドとサブバンドの区別なくチャンネル番号)1慎

」一一一一一」にスキャンします。

メ司王リーチャン事)11口ックアウト
メモリースキャンのときに、スキャンさせたくないチャンネルを除外してスキャンする

ことができます。

使
い
こ
な
し
編

(
ス
キ
ャ
ン
)

(][)を押す

メモリーチャンネルモードになります。

⑤重Dを回して、スキャンさせたくないチャンネル番号を表示させる

G歪むを1秒以上押す
設定が終了します。ロックアウトを設定したメモリーチャンネルのとき

は、ディスプレイに苦々が表示されます。

ロックアウト表示

2. 

3. 

r河内向
iザj.Ot.i t.i 

国 もう一度操作 1~3 を行なってください。ロックアウトが解除され女が消えます。

コールスヰャン

コールチャンネルと、 VFO周波数またはメモリーチャンネルを交互にスキャンします。

. VFOモードのときは、コールチャンネルとVFO周波数を交互にスキャンします。

・メモリーチャンネルモードのときは、コールチャンネルとメモリーチャンネルを交互

にスキャンします。
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「任意のキーjを押す

コールスキャンは終了し、その時点の周波数で受信します。

2. 



一定の条件でスケルチを開く機能が、 CTCSS、DTSS、ページングです。特定の相手局

とだけ交信したいときに使用します。共通のDTMF信号やトーン周波数を相手局とあら

かじめ決めておき、送信側と受信側のDTMF信号やトーン周波数が一致したときのみ交

信できます。 DTMF信号やトーン周波数が一致していない局とは、スケルチが聞かず交

信できません。

CTCSS (トーンスケルチ)

あらかじめ相手局と決めておいたトーン周波数 (=CTCSS周波数)を音声信号に付加し

て送信できます。自局と相手局のトーン周波数が一致したときのみスケルチが聞き受信

できます。

レピータを使用するときは、 トーン周波数がカットされてしまうので、レピータを使っ

た交信には使用できません。

使
い
こ
な
し
編
(
特
定
の
相
手
局
と
交
信
す
る
)

5i;@，: I CTC制オプションのTSU-8(CTCSSユニ yト)が必要です(→阿君)。

トーン周波数が一致すると、スケルチが聞く

トーン

トーン周波数が一致しないときは、スケルチが聞かない

巨訂以~ ~~ kljシーン
トーン周波数:67.0Hz トーン周波数:77目OHz

設定できるトーン周波数の範囲は、 67.0Hz~250.3Hzまでの38種類です。(→p47参照)

CTCSSおよびトーンのONjOFF
1. 38種類のトーン周液数(→p47参照)の中から、あらかじめ、相手局と決
めたトーン周波数を選択しておく

2. (TOαN¥¥j巴CTCSS)を押して、 CTCSSをOαN、、、可、、4‘JιJ

押すたびに、下記のように表示と機能が変わります。

ディスプレイにCTCSSを表示させてください。

表示

機能

TONE CTCSS 

軸受信の場合

トーンとCTCSSがONのときは、設定したトーン周波数と同じ信号を受信すると、スケ

ルチが聞き相手の声が聞こえます。

輸送信の場合

トーンまたはCTCSSがONのときは、 (PlT)を押すと、 トーン周波数を付加した信

号が送信されます。



角醗1C2ON印 TCSS)を押す
I CTCSS表示が消えて、解除されます。

)i:iii; CTCSSは、オプションのTS凶 (CTCSS山卜)が必要です(→問

トーン周漉敏 (=CTCSS周漉歎)の濯択
CTCSSを使って交信する場合は、あらかじめ交信する相手局と決めたトーン周波数を設

定する必要があります。

設定できるトーン周波数は、下表のように67.0Hzから250.3Hzまでの38種類です。この

中から選んで設定してください。初期設定値は、 88.5Hzで、す。

設定できるトーン周波数(単位:Hz) 

67.0 6 82.5 11 97.4 16 114.8 21 136.5 26 162.2 31 192.8 36 233.6 

2 71.9 7 85.4 12 100.0 17 118β 22 141.3 27 167.9 32 203.5 37 241.8 

3 74.4 8 88.5 13 103.5 18 123.0 23 146.2 28 173.8 33 210.7 38 250.3 

4 77.0 9 91.5 14 107.2 19 127.3 24 151.4 29 179.9 34 218.1 

5 79.7 10 94.8 15 110.9 20 131.8 25 156.7 30 186.2 35 225.7 

1. (TONE/CTCSS)を押して、 トーンをONにする

ディスプレイにTONEが表示されます。

イ吏

2. CDを押す

3. ~(TONE)を押す
現在の設定トーン周波数が表示されます。

最後に使用した周波数

こ
な
し
編

自由 F

駒田ふ

(
特
定
の
相
手
局
と
交
信
す
る

設定トーン周波数 点滅

4 ⑤重Dを回して、相手局と決めたトーン周波数を選ぶ
次のようにトーン周波数が変化します。

「67.0.-.71.9←+→ 241.8.-. 250.31 
、、.-/

5. r任意のキーJを押す
設定を終了します。

F会主]トーン周波数の設定はCTCSS周とレピータ用とで共通になっているので、 CTCSS周
L一一一一J のトーン周波数を変更するとレピータ用のトーン周波数も変更されます。 CTCSSを使

うときは、レピータのデータ(88.5Hz)をあらかじめメモリーチャンネルに登録してお

くことをおすすめします。



。丁寧事(日日晶ITo関 Squ患IchSys鵠m)
3桁のDTMF信号(ピッポッパ音)からなるDTSSコードを音声信号の前に付加して送信

します。自局と相手局のDTSSコードが一致したときのみ受信できます。

DTSSは、レピータを使った交信にも使用できます(レピータによってはDTSSを使えな

い場合もあります)。

DTSSコード 999DTSSコード 999

I ~!FfJijj I.?:.~~.~.二~ ~Jijj H1Jシーン . 
DTSSコード 111 DTSSコード 999

「てζ豆ヤ寸 CTCSの場合、音声に重なって常にCTCSS周波数が送出されていますが、 DTSSの
ト参考 i
L三ムニよl場合は、送信開始時に1因。TSSコードが送出されるだけです。

使

DTSSコードの韓窟
DTSSを使って交信する場合は、 000から999までの3桁のコードの中から、あらかじめ交信

する相手局と決めたDTSSコードを設定する必要があります。初期設定は、 000です。

1. (VFO)を押し、 VFOモードにする

2 ③歪むを押す
ディスプレイにDTSSが表示されます

こ
な
し
編
(
特
定
の
相
手
局
と
交
信
す
る

3. CDを押す

4. C]E) (OTSS)を押す
現在の設定コードが表示されます。

最後に使用した周波数

、、./

点滅設定コード 点滅

5 ⑤⑤を回して、相手局と決めたOTSSコードを選ぶ

次のようにコードが変化します。

「 o ←+∞1~\--+ 捌 ~999 ←寸

6. ( SEL) (OTSS)を押す

設定が終了します。

DTSSはONに設定されたままですので、このままDTSSの交信ができます。

'~~~I 
• DTSSコードは、 VFO、メモリーチャンネル、コールチャンネルのすべてに設定で

きます。頻繁に使用するときは、周波数といっしょにメモリーしておくことをおす

すめします。ただし、各チャンネルへ登録したDTSSコードは直接変更できませ

ん。変更したい場合は、メモリーシフト(→p41参照)などでVFOモードへコピー

してから変更し、再度登録しなおしてください。

• DTMF付きマイクロホンを使うと、テンキ一入力で言量定できます(→p89参照)。

「で工王一寸 DTSSコード設定中に、マイクロホンから他のDTMF信号が入ると、その信号に設定さ
!注意|
し」二二ιJれることがあります。



DTSSのONjOFF
あらかじめ相手局と決めたDTSSコードを設定しておいてください。

1. 受信周波数を相手局と決めた周波数にあわせる

2. CQ宣言〉を押して、 DTSSをON(こする
押すたびに、 ONjOFFが切り換わります。 ONのとき、ディスプレイに

DTSSが表示されます。

iザ5.jajg

表示

骨受信の場合

DTSSコードの一致した信号を受信すると、スケルチが聞き相手の声が聞こえます。

約2秒間信号がなくなると、一致するDTSSコードを再び受信するまでスピーカーから

出力しません。

畢送信の場合

(PTT)を押すと、約0.5秒間DTSSコードを送出し、送出後に音声の送信を行ないま

す。また、 (PTT)を押しているときにG豆霊〉を押すと、 DTSSコードを再び送出
することができます。

時間もう一度@歪むを押してください。

I DTSS表示が消えて、解除されます。

I ， ~~>I .DTSSコードの送信中(約0.5秒間)は、音声がカッ卜されます。交信開始後は、
DTSSをOFF'こするとDTSSコードを送出しなくなり、スムーズな交信が行なえます。
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DTSSコードを借ったレピータ濯用
DTSSコードは (PTI)を押したときに一度だけ送信されます。レピータ運用時は、レ

ピータの応答時間によって、送信したDTSSコードが途切れてしまうことがあります。

これを防止するため、レピータが送信を開始した後で、 DTSSコードが送信されるよう

に、ディレイ時聞を切り換えられます。

EE  
-シンプレックスチャンネルのときは、ディレイ時間は250mSec.に固定され切り換え

ることはできません。

・レピータ運用時以外にも、シフト設定時やスプリットチャンネル時はテsィレイ時間

を切り換えられます。

・ここで設定したディレイ時間は、ぺージングコード送出時にも反映されます0

.レピータによっては、 OTSSを使えない場合があります。

ディレイ時聞の切り膿え

ディレイ時間は、 350mSec.または550mSec.に設定で、きます。初期設定値は、 350mSec.で、す。

1 告~を押しながら、電源をON(こする

勉 2 (VFO)または@むを押して、メニューNO.53を表示する最後に使用した周波数

表示

設定状態 メニューNo.

3. (1l'l~1iJ)を回して、設定したい状態( 350または 550)を表示する

4. (PTT)を押す
設定が終了します。

I )ì~ I -ディレイ時間を550mSec.にしてもレピータの10信号とOTSSコードが重なる場合
は、@つを押したまま10送出後にもう一度 (DTSS)を押してOTSSコードを送

出してください。

・ここで設定したディレイ時聞は、ページングコード送出時にも反映されます0

.レピータによっては、 OTSSを使えない場合があります。



ページング伊A窃)

ページングは、 DTMF信号を使った 3桁のページングコードにより、特定の相手局また

は特定のグループ全員を一斉に、呼び出すことができます。ページングコードには、白

局を表わすコードと相手局を表わすコードがあり、受信したコードとメモリーしてある

コードが一致したときのみ、スケルチが聞きます。

また、受信のときはディスプレイに相手局のコードが表示されますので、誰から呼び出

しがあったのか確認できます。

ページングは、レピータを使った交信にも使用できます(レピータによっては、ページ

ングを使えない場合があります)。
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自局からA局とB局を同時に呼び出すとき
(グループコードで呼び出す
555申111rパパパポポポ-'-・ h ・h ・-'-t，..

ページングメモリー
ページングを使って交信する場合は、あらかじめページングメモリーにコードを登録す

る必要があります。ページングメモリーは、メモリーAとメモリー0から9の合計11種類

あります。

メモリーAには、必ず自局コードを登録します。メモリー1から9には、相手局コードや

グループコ}ドを登録します。これらのコードは、一度登録すれば交信するたびに登録

し直す必要はありません。

メモリー0は、呼び出されるたびに相手局のコードがメモリーされます。折り返しメモ

リーOを使って相手局を呼び出すことができます。

メモリー 用途

A 自局コードを登録します。

。 受信時に、自局を呼び出した局のコードを自動的にメモリーします。送信
時に、このコードで相手局を呼び出すことができます。

1~9 グループコードや棺手局コードを登録します。
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ページン夕、のONjOFF
1. CQ歪むを1秒以上押す
ページングがONになり、ディスプレイにPAGと最後に表示されたページン

グコードが表示されます。

回一⑮を 1棚上押すと…巾。

ページンクコードの韓窟
ページングを使って交信する場合は、 000から999までの3桁のコードの中から、あらか

じめ交信する相手局と決めたページングコードを設定する必要があります。初期設定

は、なしです。

1. ⑤TSS)を1秒以上押す
ディスプレイにPAGが表示されます。

2. CDを押す

3 ③⑤(DT88)を押す
ページングコードの設定状態になります。

最後に使用した周波数

点滅

設定コード
未設定のときは一一一表示 (pが点滅)

4 ⑤Eを回して、設定したいメモリ一番号を表示する
次のようにメモリ一番号が変化します。

「0-1 -+-1~ 9一Aつ
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7. (]:む (DT88)を押す
操作3の状態に戻ります。同様に別のメモリーに設定してください。

不要の場合は、次の操作へ進みます。



8. (PTI)を押す
設定が終了します。

ページングはONに設定されたままですので、最後に登録したメモリ一番号

でページングの交信ができます。

. .~'!IJ....... ， DTMF1'Í~マイクロホンを使うと、テンキー入間綻できます(→p89参照)。

「て工三ごっコード設定中にマイクロホンから他のDTMF信号が、入ると、その信号に設定し直され
|注意|
し」二二ι」ることがあります。

ページン夕、を使った焚f童
相手簡を呼び出す

1. 相手局または、グループ局で決めた周波数にあわせる

2. CQ歪むを1秒以上押す
ディスプレイにPAGが表示されます。

3. CDを押す

4. (@(DTSS)を押す
最後に使用した周波数

点滅

設定コード メモリ一番号 (pが点滅)

5 ⑤Eを回して、登録したメモト番号を選ぶ
次のようにメモリ一番号が変化します。

「o~ 1 ~r-- 9一AI
6. ( SEL) (DTSS)以外のキーを押す
周波数表示に戻ります。

7. (PTI)を押す
DTMF音が鳴り、ページングコードが付加された信号を送信します。

1}.f~;.~1 
. Sub2 (→p61参照)表示中もぺージングメモリーを変更できます。
メモリ一番号の選択時は、次の動作が可能です。

・マイクの (UP/DWN)は⑮あを回すのと同様に動作します0
. (][)はページングメモリーのロックアウトとして動作します

(→p55参照)。

• 10秒以上操作しないか、またはマイクの (UP/DWN)、⑤重D以外のキーを押
すと、 Sub2表示に戻ります。

• Sub2表示中のページングメモリー設定時は、ページングの着信動作は行ないませ
ん。

・ページングがONのときに、告白を押して送信中に(DTSS)を押すと、ページン
グコードを再び送出することができます。

使

こ
な
し
編

(
特
定
の
相
手
局
と
交
信
す
る
、、ーノ



使

こ
な
し
編
(
特
定
の
相
手
局
と
交
信
す
る
、、ーノ

時び出しを待古聾ける

1. 相手局または、グループ局で決めた周波数にあわせる

2 ⑤歪むを1秒以上押す
ディスプレイにPAGが表示されます。

3. 呼び出しを受けたら、 (PTT)を押して交信を開始する

輔自局コードで呼び出された場合

ピープ音が鳴り、チャンネル表示部の fpJが点滅を始め、相手局のコード
が表示されます。

このとき、メモリー0に相手局のコードが自動的に登録されますo

(PTT)を押して交信を開始します。
最後に使用した周波数

相手局のコード 自局が呼び出されている
ときは、 POを表示

骨グループコードで呼び出された場合

スケルチが開き、ディスプレイにグループコードのメモリ一番号 (Pl~ 

P9) と、グループコードが表示されます。

G豆〉を押して交信を開始します。

グループコード:555 メモリ一番号:8 の例

最後に使用した周波数

設定したグループ設定したグループコード
コード のメモリ一番号

5ì~ 1)，昆信などで相手局の日が完全に受信できなかった問、同表示されます。

EE  -ページングコードの送信中は、音声はカッ卜されます。交信開始後は、ページングをOFF(こすると、コードを送出しなくなり、スムーズな交信が行なえます。また、

自動的にページングを解除できるように設定することもできます(→p55参照) 0 

・ページングをON(こすると、 G主ジを反時計方向に回してもページングコードが一
致しないと受信できません。



ページングメモリーの口ックアウト

自局コードとグループコードが一致すれば他局の交信も受信してしまいます。これを避

けるために、メモリー1~9はチャンネルごとに受信を禁止させることができます。メモ

リーAと0は、ロックアウトできません。

1. ③歪むを1秒以上押す
ディスプレイにPAGが表示されます。

2. CDを押す

3. ( SEL) (OTSS)を押す

4 ⑤Eを回して、ロックアウトしたいメモリ一番号を選ぶ

5 ③むを押す
ディスプレイに女が表示され、ロックアウトしました。

表示 最後に使用した周波数

設定コード メモリ一番号 (Pが点滅)

使

6. (PTT)を押す
設定が終了します。
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ページング自動解除のONjOFF

ページング自動解除機能をONに設定すると、呼び出しを受けた後一回送信すると自動

的にページングが解除になります。初期設定は、 OFFです。

1. (REV)を押しながら、電源をON(こする

2. (VFO)または③むを押して、メニューNO.51を表示する

最後に使用した周波数
、』戸ノ

働

設定状態 メニューNo.

3. ( IRlIDil )を回して、設定したい状態を表示する

On ページング自動解除する

OF下:ページング自動解除しない

表示

4. (pnうを押す
設定が終了します。



オープンページング機能をONに設定すると、ページングがONでもコードが一致しない

受信信号を含むすべての信号を受信することができます。コードが一致した場合には、

相手局のコードが表示されビーフ。音が鳴って知らせます。

普通に受信しながらページングも使いたい場合や、グループの中にページングを装備し

ていない局がいる場合に便利です。初期設定は、 OFFです。

オーブンページングのONjOFF

告~を押しながら、電源をON(こする

(VFO)または③むを押して、メニューNO.52を表示する2. 

最後に使用した周波数

表示

設定状態 メニューNo.

⑤Eを回して、設定したい状態を表示する
On すべて受信する

OFF:受信しない

3. 
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メインバンドで送信しながら、同時にサブバンドで受信することができます。この機能

を使うと、メインバンドの異なる無線機(例えばTM-251シリーズとTM-451シリーズ)

聞でも、交信できます。

~~ 

lstコ!湛安安
TM-251 

43gS995MHz 

⑤ 16Cご13畠
シリーズ

錨B 趨B 唾軍事 唾B 曜IIIT _ 唾B 曜富岳 鍾聾 - -

(通常の場合〉

@!iV Qg!iy 
144~145.995MHz 

交信できない
430~439.995MHz 
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受信周波数(サブバンド)

フ
ル

TM-251 
シリースー
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受信周波数(サブバンド)

ュ
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表示 送信周波数(メインバンド)
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TM・451
シリース。

表示 送信周波数(メインバンド)
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フルヂュープレックスのONjOFF
フルテゃユープレックスのONjOFFを設定します。

初期設定は、 OFFです。

1. 操作バンドをサブバンドにする(→p19参照)

2 ⑤重つを回して、受信周波数をあわせる
サブバンドに相手局と決めた周波数を表示させます。必要に応じてDTSSや

ページングなども設定します。① coを1秒以上押す
4. (VFO)または③むを押して、 DUPを点滅させる
押すたびに、機能表示が順次切り換わります。

受信周波数

+U 

点滅 設定状態 点滅

5 ⑤ E を回して、設定したい状態を表示する
OFF;通常の交信

On フルデュープレックス交信

6. (PTT)を押す
設定が終了します。メイン表示部に送信周波数、サブ表示部に受信周波数

が表示されます。

7 ⑤言Dを回して、相手局と決めた送信周波数にあわせる

8. @うを押して交信する

I )ì~ I -フルデュープレックス機能はVFOモードからのみ操作できます。メモリーチャンネルモード、コールチャンネルモード、チャンネル表示では設定できません。

・ハイパワーで長時間送信すると、放熱のため本機の温度が上昇します。フルデュー

プレックスで交信するときは充分ご注意ください。

・受信周波数が送信周波数の3倍のとき、白馬の送信信号(高調波)カず入感することが

あります。その場合は、送信周波数または受信周波数を変更してください。

例:送信周波数144.600MHz、受信周波数433.800MHz

I......~~...I フルデュープレックスで交信しているときにハウリングが起こりやすい場合は、ス
ピーカーとマイクロホンをできるだけ離すようにしてください。





ヂィスブレイ轟恭竜王ードの自費建

ト}ン、 CTCSS、DTSS、ペ}ジングのとき、自動的にサブ表示部にトーン周波数等を表示

することができます。また、メイン表示部にトーン周波数を表示することもできます。

初期設定はO町です。

CDを1秒以上押す

(VFO)または@)を押して、機能表示無しにする (→p30参照)

① 最後に使用した周波数

E ι=， 
.;， u日 E

点滅設定状態

⑤事Dを回して、設定したい状態を表示する
設定状態が次のように変化します。

3. 

「OFF~ SUb1 ~SUb21 

(PTT)を押す
設定が終了します。

4. 

(例としてトーンのときを示します各表示モードはそれぞれ次のように動作します。

が、その他の場合も同様です。)
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骨OFFの場合
通常の周波数表示となります。

骨SUb1の場合

トーン、 CTCSSをONにすると、自動的に、サブ表示部にトーン周波数が表示され

ます。この場合⑤童Dを回すと運用周波数を変更できます。

トーン周波数を表示運用周波数を表示

(キ
I
操
作
系
の
設
定
)

表示

…c ， ，_，向;-"; .;" ， -， u 



轡SUb2の場合
トーン、 CTCSSをONにすると、自動的にメイン表示部にトーン周波数が表示され

ます。この場合G垂むを回すとトーン周波数を変更できます。運用周波数を変更
したい場合は、 (VFO)を押してください。

運用問波数を表示トーン周波数を表示

表示

-トーン/CTCSSとページング、またはDTSSを両方ともON~こした状態で、 sub1 ま

たはsub2表示に設定すると、ページングコードまたはDTSSコードカf優先されて表

示されます。このとき、 トーン周波数を変更したい場合は、一度トーン/CTCSSを

OFF~こして、再度ON~こしてください。

・フルデュープレックス(→p57参照)がONに設定されている場合は、ディスプレイ
表示モードはOFFの状態になります。

• SUb2表示からページングメモリーの変更(→p53参照)ができます。

またページングメモリーのロックアウト(→p55参照)も可能です。

I 5i;f; I 

ヂィスブレイの関苔曹の饗盟主

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

ディスプレイの明るさ(デイマーレベル)を5段階に変更できます。初期設定は、 d2です。

CDを1秒以上押す

DIMを点滅させるα~ または@むを押して、

① 最後に使用した周波数

点滅

(キ
l
操
作
系
の
設
定
)

点滅設定状態

⑤言Dを回して、設定したい状態を表示する
設定状態が次のように変化します。

「1i月るァ ー -J7;消え同

3. 

す宇品
す
1υ 

押
「
沌
終
E
定

f
l
¥
ル又

4. 

オートパワーオフ(APO)機能(→p72参照)をOFF~こ設定している場合に、ディスプレイ

の明るさをOFF~こ設定したときは、オートパワーオフ機能が自動的にONになり、 180分

後に電源がOFFになります。この場合、次に震源をON~こするとディスプレイの明るさは

d2 (初期設定値)に戻ります。

I 5i;f; I 



率一日ツク

マイクロホンをロックすると、マイクロホンのをill以外のキーは動作しなくなります。
本体のキーやつまみには影響しません。

マイク口ホンのキ一口ック

マイクロホン背面のG歪むを、 LOCK側にスライドする
マイクロホンの (PTT)以外のキーは、ロックされます。

マイクロホン背聞の包霊長〉を、 LOCKとは逆側にスライドすると、
マイクロホンのキーロックカず解除されます。国

ロック解除操作以外のキーは動作しなくなります。

マイクロホンのキーには、影響しません。

本体のヰーロック

ζDを押す

G歪むを押す
ディスプレイにLOCKが表示し、本体のキーはロックされます。
2. 

L口CK

C I吋同
iザ::o.i市制

もう一度操作1、2を行なってください。
LOCK表示が消えて、本体のキーロックが解除(OFF)されます。

表示

回

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

(キ
I
操
作
系
の
設
定
)



i盤f霊麓止のO閥/0拝

(PTT)による送信、リモートコントロールやパケット通信による送信の起動など、送
信動作に入るすべての条件を禁止することができます。初期設定は、 OFFです。

(REV)を押しながら、電源をON(こする

(VFO)または③むを押して、メニューNO.55を表示する

臨 最後に使用した閤波数

表示

メニューNo.

⑤事Dを回して、設定したい状態を表示する
On 送信を禁止する

OFF:送信を禁止しない

設定状態

3. 

す

す

ま
甲

L

引
桁

弓
a

て
刀

一町一一{疋

f
に
訊
一
肌

4. 

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

ビーブ曹のO時I/OFF

キー操作時のピープ音のON/OFFが設定できます。初期設定は、 OnですO

CDを1秒以上押す

BEEPを点滅させる(VFO)または@むを押して、

③ 最後に使用した周波数

(キ
i
操
作
系
の
設
定
)

点滅同品
ι，，-， 

点滅

⑤重Dを匝して、設定したい状態 (OnまたはOFF) を表示する
On ピープ音有り

OFF ビープ音なし

設定状態

3. 

任雪つを押す

設定が終了します。

4. 

-キー操作時のビープ音の音量は、ボリュームと連動して動作します。

・ビープ音ONの場合は、ボリュームを一番小さくしてもビープ音は消えません。I~~ I 



マイク田君主ンヰーの官襲安置

QDは、本体のキーを割り当てたり、本体にはないモニターキーを割り当てて利用
できます。初期設定は、モニターキーです。

ζEうの機能盟理

種静亡Dに設定する
QDを本体のCDと同様の機能に設定できます。

本体の (TONElCTCSS〉を押しながら、電源をONにする

設定が終了します。

轡モニターキーに設定する

別のキーに変更した後で、再度モニターキーに戻したい場合は次の操作をしてくだ

さい。

本体のζDを押しながら、電源をONにする
設定が終了します。

鞠その他のキーに設定する

その他のキーに設定したい場合は、次の「各キーの機能変更」をご覧ください。

モニターキーとは、スケルチ機能を解除するためのキーです。ノイズスケルチON、S

メータスケルチON時、またCTCSS、OTSS、ページングやベル機能の設定時に、モニ

ターキーを押すとスケルチか.開き、その周波数が空いているかどうか確認できます。

I.~~....I 

( CALL)の変更したいキーを押しながら電

QD、@)、 (VFO)、(CALL)の各キーは、本体の各キー機能を割り当てるこ
とができます。割り当てることができる機能は次のとおりです。

・キーを一回押す機能

.CDを押し、次にキーを押す機能

.CDをl秒押す機能
'CDを押しながらキーを押す機能

QD、@)、
源をONにする

設定状態になり、

盤ヰーの機能草壁盟

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

ディスプレイは次のように表示します。

最後に使用した周波数

PF 

(VFO)、(キ
i
操
作
系
の
設
定
)

設定状態

::':: 1:仁里つを変更する場合 併 3:α①を変更する場合
PFP:@むを変更する場合 PFザ:(豆Eを変更する場合

割り当てたい本f本のキーを押す
設定が終了します。

2. 

. (PWR)、各キーを押しながら電源をON(こする機能およびマイクロホンの各キー
は、設定できません0

・ili)以外は、 ζO~こ設定できません。
• (CALL)を別のキーに設定した後で再度(CALL)に戻したい場合は、告lli)を押

しながら電源をONにするか、またはメモリーリセットでできます。

EE  



闇漉韓貿スヂッブの草壁聾

VFOモードで周波数をあわせるときの、周波数のステップ幅(増減幅)を変更できま

す。リパースをOFFにして設定してください。初期設定値は、 20kHzで、すO

1. CDを1秒以上押す

③ 
α~ または@むを押して、 STEP を点滅させる

最後に使用した周波数

点滅士宮門
47ιe 

設定値 点滅

3 ⑤⑤を回して、設定したいステップ幅を表示する
ステップ幅 (kHz) は次のように変化します。

「5 - 10 - 15 - 20 - 12.5 _ 25 I 

4. (pnうを押す
設定が終了します。

1??~~;3'.1 周波数ステップの幅を変更すると、表示される周波数の10kHz以下の桁は次のように自動補正
されます。また、シフト幅を変更する場合(→p33参照)およびプログラムスキャン下/上限周

波数を変更する場合(→p44参照)も閉じように自動補正されます。

例:145.620MHz表示のとき、ステップ幅を20kHzから12.5kHztこ変更すると、

145.620MHzが145.625MHzに表示が自動補正されます。

ステップ1憶の設定を5，10，15，20kHzから ステップ幅の設定を12.5，25kHzから
12.5，25kHzへ変更した場合の補正値 5，10，15，20kHzへ変更した場合の補正値

補正前 補正後の表示 補正前 補正後の表示
(kHz) (kHz) (kHz) (kHz) 

0，5， 10， 15 O 。 。
20，25，30，35 25 12.5 10 

40，45，50，55 50 25 20 

60，65，70，75 
75 

37.5 30 

80，85，90，95 
50 50 

62.5 60 

75 70 

87.5 80 

I )ì~ I -チャンネル表示モードがONtこ設定されていると周波数ステッブの変更はできません0
・メモリーチャンネルモード、コールチャンネルモードからメニューA機能に入った

場合は設定できません。

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
繍

(
受
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の
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定
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-:1悶夕、号車マブJIIVFO

VFOモードのときの周波数可変範囲を100阻 z単位で、自由に設定できます。初期設定は、
その機種の最大(小)周波数です。

ブ口夕、ラマブJIIVFOの範囲在韓置する
下限周漉轍の瞳定

1 ⑤~を押しながら、電源をON(こする

2. (VFO)または③むを押して、メニューNO.62を表示する
メイン表示部には、現在の下限周波数(初期設定は最小周波数)が表示さ

れます。

現在の下限周波数

Iザ5.1可n
M内向何 回四一一ート表示
Iザ1ιeιeι，--. 

QC 

メニューNo.

3 ⑤Eを回して、設定したい下限周波数を表示する

4. (PTT)を押す
設定が終了します。

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

上隈周波散の韓定

1. 告~を押しながら、電源的配する

2. (VFO)または③むを押して、メニューNO.63を表示する

メイン表示部には、現在の上限周波数(初期設定は最大周波数)が表示さ

れます。

現在の上限周波数

1'15.1ザg
~... c自由E 園田

IマJ.JJJ
63 

表示

(
受
信
系
の
設
定
)

メニュ-No.

3. ③量Dを回して、設定したい上限周波数を表示する

4. (PTT)を押す
設定が終了します。



-上限周波数が下限周波数よりも高い値になるように設定してください。

上限間波数を下限周波数以下の値に設定しようとするとエラー音がなります。

• 100kHz以下に設定しようとしたり、周波数範囲以上に設定しようとすると、エラー

音が鳴ります。

・プログラマブルVFOを解除したいときは、メモリーリセットまたはVFOリセット

(→p82参照)を行なってください。

・メモリーチャンネルモード、コールチャンネルモードからメニューB機能に入った

場合は設定できません。

-フルデュープレックスがONtこ設定されている場合は設定できません。

・設定周波数は、現在設定されている周波数ステップ(→p65参照)で変化します。

EE  

必
要
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設
定
す
る
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メインバンド、サブバンドそれぞれに設定できます。

サブバンドに設定する場合は、サブバンドをディスプレイに表示してから、 p66の操

イ宇を行なってください。

IJ!~I 

(
受
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系
の
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定
)



べ;11
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受信時にスケルチが開くと、音声の代わりにベル音とベル表示の点滅で知らせることが

できます。また、その時点からの経過時間をディスプレイに表示します。

CTCSS、DTSSやページングを使うと、特定の相手局からの受信のみを知らせることも

できます。

ベル機能のoNjOFF 

1. 受信周波数をあわせる

2. (SELL)を押す
押すたびに、 ON/OFFを繰り返します。

ONの場合は、ディスプレイに受信周波数とベルマークが表示されます。

鐘過日寺聞の襲示

ベル機能をONに設定した場合、受信があった時点からの経過時間をディスプレイに表

示します。周波数表示は、サブ表示部へ移ります。また、経過時間を表示している最中

に、再度受信があった場合は、新しく受信があった時点からの経過時間を表示し、その

前の受信の経過時間は消えます。経過時間の表示は、最大59.59(59時間59分)までで
す。また、チャンネル表示部には、受信の回数が表示されます。受信回数の表示は最大

99固までです。

例:12回受信後に12時間38分経過した状態 点滅周波数表示

経過時間 受信回数

回
ベル表示が点滅しているときにキー操作をすると、ベル機能は解除されテsィス

プレイは胃波数表示に戻ります。

一度も受信がなかった場合(ベル表示が点灯状態)は、 (SELL)をもう一度押

してベル表示を消します。

5ì~オートパワーオフ機能(→p72参照)の時開設定 (60 、 120、 180分)をしている場合

L一一一」に、ベル機能をONに設定すると、オートパワーオフ機能の設定時聞は自動的に1440

分 (24日寺関)に固定されます。



ベル曹の切り換え
ベル音をプルプル音、ピピー音、チャイム音の3種類の中から選択できます。初期設定

は、 bEL1(プルプル音)です。

ベル表示を点滅させる

点滅 最後に使用した周波数

ζDを1秒以上押す

G⑤または@むを押して、

点滅ιc ， c， c ι 
① 

設定状態

⑤言Dを回して、設定したい状態を表示する
次のように変化します。

~ bEL1 .... トー~ bEL2 .... ト一軒 bEL3.... ト「

l(プルプル音) (ピピ一昔) (チャイム音) I 

3. 

(PTT)を押す
設定が終了します。

4. 

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

-ベル機能を設定した場合、相手局からの音声は聞こえません。

• CTCSS、OTSSまたはページングと併用したときは、 トーンやコードが一致したと

きだけベル機能力f動作します。

・マイクロホンのQDがモニターキーに設定されている場合、着信待ち受け中でベ
ル機能が動作している聞にQDを押すと、スケルチを開き音声を聞くことがで
きます。一度着信した後は、 QDを押すとベル機能は解除されます。
・ベル機能は、受信した電波の質(音声の低域歪やイグニッションノイズの混入な

ど)によって誤動作することがあります。オプションのTSU-8(CTCSSユニット)

を使用して、 トーン周波数を141.3Hz以下に設定すると、これらの影響を受けにく

くなります。

I#~I 

(
受
信
系
の
設
定
)



事メータースケルチ

通常はノイズレベルでスケルチを設定しています(→p18参照)が、ノイズの多い環境

では一定の強さの信号でスケルチを聞かせるSメータースケルチが有効です。

SメータースケJレチのONjOFF
初期設定は、 OFFです。

S.SQLを点滅させる

最後に使用した周波数

ζDを1秒以上押す

(VFO)または⑪むを押して、

③ 
点滅同ccιp-，-

設定状態

⑤雪Dを回して、設定したい状態を表示する
On :SメータスケルチON

OFF: SメータスケルチOFF

点滅

3. 

(PTT)を押す
設定が終了します。

4. 

SメータースケルチをONに設定した場合は、ディスプレイにS.SQLを表示します。ま

た、 ③⑥を回してSメーターの点灯数により動作レベルを設定します。

目盟瞳瞳瞳瞳輔覇間瞳輔瞳盟関盟
点灯数 |L1 I L2 I L3 I L4 I L5 I L6 I L7 I 
設定分庄司6--2 -2-

操作手11闇1、2、3で設定状態をOF円こします。

回

必
要
に
応
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設
定
す
る
編
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ヒスチリシスタイマー

スケルチが深いと、信号の強弱に反応して音声が途切れがちになります。これを防ぐた

めスケルチが閉じるまでの時間(ヒステリシスタイム)を設定することができます。初

期設定値は、 HOFFです。

の霊費窟(昔置が謹切れないようiこする)

(REV)を押しながら、電源をON'こする

(VFO)または③むを押して、メニューNO.64を表示する

協 最後に使用した周波数

表示

メニュ-No.

⑤通Dを回して、設定したい状態を表示する
設定時間 (mSec.)が次のように変化します。

設定状態

3. 

信号の強さが‘
一定ではない

「HOFF.... H 125 .... H 250 .... H 500 I 
事担時号

信号の強さが
一定である

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

(PTT)を押す
設定が終了します。

4. 

信号の強さが一定であるときは、 HOFF、一定でないときはH500に設定し
ます。EE  

(
受
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オートパワーオフ (APO)

受信状態で何もキー操作がないまま、一定の時間が経過すると、自動的に電源をOFFに
します。電源の切り忘れによるバッテリー上がりなどを防ぐ機能です。初期設定は、

OFFです。

1. CDを1秒以上押す

① 
(VFO)または③むを押して、 APOを点滅させる

最後に使用した周波数

点滅

設定状態 点滅

3. ⑤⑤を回して、設定したい状態を表示する
設定時間(分)が次のように変化します。

「OFF-60 - 120 - 180 I 
4. (PTT)を押す
設定が終了します。

OFF以外の設定時は、ディスプレイにAPOが表示されます。

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

受信状態のまま、設定された時間の1分前まで、キー操作がされないとき

APO表示が点滅し、ビープ音が鳴ります。その後もキー操作がないまま1分
経過すると、電源がOFFになります。

回
宝

操作1~3を行なって、 OFF'こ設定してください。

-オートパワーオフ機能の時間設定 (60、120、180分)をしている場合に、ベル機能

(→凶8参照)をONに設定すると、自動的にオートパワーオフ機能の設定時間は1440
分 (24時間)に固定されます。

・オートパワーオフ機能をOFF(こ設定した場合に、ディスプレイの明るさ(→p61参
照)をOFF(こ設定すると、オートパワーオフ機能は自動的にONになり、 180分後に
電源がOFFになります。この場合、次に電源をONにすると、ディスプレイの明る
さはd2(初期設定値)に戻ります。

(
受
信
系
の
設
定
)
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i劉露出力の切り換え

交信状況に応じて送信出力を High爪化diumfLowに切り換えることができます。

1. (LOW)を押す

押すたびに次のように切り換わります。

LOW MIO r: ，，_，珂
iザj.，市む_..密書..園酒..1.盟国

切り換え時の送信出力(電源電圧:13.8V時)

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

機種
送信出力(W)

High MID LOW 

TM-251 10 0.5 

TM-251D 25 10 2 

TM-251S 50 10 5 

TM-451 10 0.5 

TM-451D 25 10 2 

TM-451S 35 10 5 

巨至コ -送信出力の切り換えは、送信中でも行なえます。-ハイパワーで長時間送信すると、機器の温度が上昇し故障の原因となることがあり

ます。

(
送
信
系
の
設
定
、、ー./



(TOT) タイムアウトタイマー

連続して設定時間以上送信を続けると、強制的に送信を停止することができます。この

機能をタイムアウトタイマー機能といいます。初期設定は、 OFFです。

チャンネルの独占、機器の過熱や車のバッテリー上がりなどを防ぐために、タイムアウ

トタイマー機能を設定しておくことをおすすめします。

TOTを点滅させる

最後に使用した周波数

ζDを1秒以上押す

(VFO)または③むを押して、

③ 
点滅同ccιp-.-

表示設定状態

⑤重Dを回して、設定したい状態を表示する
設定時間(分)が次のように変化します。

3. 

「OFF...-. 3 ...-. 5 ...-. 10 ...-. 20 ...-. 30 "1 

(pnうを押す
設定が終了します。

OFF以外の設定時は、ディスプレイに TOTが表示されます。

4. 

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

)ì~ I受信状態に戻った場合に続けて送信したいときは、いったん(PTT)を離してもう一度
し一一一一J 押し直してください。

(
送
信
系
の
設
定
)



ヂィジタルレコーヂィン夕、 (DRS)

受信した信号を録音し、その内容を再生できます。

下記の条件でスケルチが聞くと、自動的に受信信号を録音します0

. CTCSS/DTSSjページングがONで受信状態になったとき

. CTCSS/DTSSjページングがOFFでベル機能がONのとき受信状態になったとき

上記の状態の時のみ、録音状態になります。

鯨昔方法

録音したくない場合

・録音条件の設定(→p77参照)でエンドを選択した場合、 lつ録音されていると、新

しい録音はされなくなります。録音を再開したいときは、録音されているものを再生

すれば、再度、録音開始状態になります。

・マイクリモートをONにすると、 DTSS、ページングがONであっても録音しません。

録音時間を次の2種類から選択できます。初期設定は、 8SEcです。

8Sec. : 8秒で2回 (2フレーズ)録音する

16Sec. : 16秒で1回(1フレーズ)録音する

錦昔時閣のi璽択

告~を押しながら、電源をON'こする

(VFO)または③むを押して、メニューNO.66を表示する2. 

最後に使用した周波数

表示

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

(
そ
の
他
の
設
定
)

メニューNo.

⑤量Dを回して、設定したい状態を表示する
8 Sec. : 8秒で2聞録音する

16 Sec. : 16秒で1図録音する

設定時間

3. 

(PTT)を押す
設定が終了します。

4. 

-設定時間内lこ2秒間以上連続してスケルチが閉じると、その時点で録音は停止しま

す。設定時間以下でも1フレーズ使用したことになり、次の録音の待ち受け状態に

なります。

-設定時間以上スケルチが開いている場合は、設定時聞が経過した時点で録音は停止

し次の録音の待ち受け状態になります。

I )i;@; I 



富豪曹轟f牛の重量撞

録音条件を次の2種類から選択できます。初期設定は、 1(エンドレス)です0

・1(エンドレス常に最新の情報で録音される

. 2 (エンド..最初に受け付けた情報が録音される

1. 告~を押しながら、電抑制こする

2. (VFO)または@むを押して、メニューNO.67を表示する

最後に使用した周波数

表示

設定状態

3 ⑤Eを回して、設定したい状態を表示する
1 :エンドレスで録音

2:エンド(1回のみ)で録音

4. (PTT)を押す
設定が終了します。

「一二三「寸 8Sec.(2フレーズ)でエンドレスに設定の場合、第2フレーズがエンドレスに設定さ
i主意i
L:二二ι」れます。この場合、第1フレーズには最初に受け付けた情報が残り、第2フレースーには

最新の情報が録音されます。

再生する 必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

録音した情報を再生します。再生の}II買序は必ず最新の情報から再生し、一度再生を終了

すると再び録音の待ち受け状態になります。

1 ③E を1秒以上押す
ビープ音が1回鳴り、 1つ自のフレーズ(最新の情報)を再生し、続けてビー

プ音が2回鳴り、 2つ日のフレーズ (8SEcに設定の場合)を再生します。

もう一度再生したい場合は、再度告亘Dをl秒以上押してください。
|解除r:FiJ.I-/T¥ '-o-r-h -r::. fo百了、|月芋陣| 再生の途中で (BELL)を1秒以上押すと再生は中止します。

I )ì~ I 
-再生途中で新たに受信(スケjレチが聞く)した場合は、再生終了時点で新たに録音

が開始されます。

・録音中は、 任亘Dを1秒以上押しでも再生状態には入らず、工ラーのビープ奮が
鳴ります。

(
そ
の
他
の
設
定
)



パケ'Yトi瞳{曹の署ード自費撞
パケット通信は音声や電鍵のかわりにパソコンなどのキーボードを操作して行なうデー

タ通信のひとつです。

DC安定化電源とアンテナの接続を最初に確認してください。
他にTNC( Terminal Node Controll巴r)とパソコンなどが必要です。 (→p14参照)

-ボリュームつまみは受信データ出力に影響を与えませんので、好みの位置に設定し

てモニターすることが、できます。

・相手局の周波数がずれていると、正確に復調できなくなり、リトライが多くなるこ

とがあります。

EE  

本機には通常の1200bps等のパケット通信に使うモードと9600bpsに対応するモードが

あります。初期値は1200bpsです。

. 1200bps :送信データ (PKD)入力感度は40mVp-pと高くなり、通常のTNCに対応し
ます0

・9600bps :送信データ (PKD)入力感度が2Vp-pと低く、市販の9600bpsモデム/

TNCに対応します。

モード在韓症する

1200/9600 bps共に出力が2Vp-pのTNCをご使用の場合、モードは9600bpsのままで切
り換えないで、使用できますの

タ
アニド

『
ア
一
一

力
一
モ
入一nu
-

M
H
-

p
t
-

標準変調入力

40mVp-p 

2 Vp-p 

入力インピーダンス

10kn 

10kn 

1200 

9600 

告~を押しながら、電源的配する

(VFO)または⑪むを押して、メニュ-No.57を表示する

最後に使用した周波数

表示
齢

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編 メニュ-No.

⑤事Dを回して、設定したい状態を表示する
1200 : 1200 bps 

9600 : 9600 bps 

設定状態

3. 

す宇品

す
1ν 

用閉
1

・

を
不思

4. 

. 9600bpsでパケット通信をするときの周波数ステップは、 5/10/15/20kHzの中力、ら選

んでください。

・最適データ入力レベル (2Vp-p / 40 mVp-p)から大きくはずれた場合は、 S/N悪

化、歪によりデータが正確に伝送できなくなり、エラーが増えます。

・データ入力レベルが大きく(約4Vp-p)なった場合は、異常電波を発射しないよう

に、送信を中断する機能があります。この場合は、送信しようとしてもすぐに受信

に戻りますので、 TNC側のボリュームで最適レベルになるよう調整してください0

・9600bps以上のスピード、のGMSK信号や歪の多い信号を入力すると、エラーが多く

なるばかりでなく、占有周波数帯幅が広くなり他局に迷惑をかけるのでご注意くだ

さい。

EE  

(
そ
の
他
の
設
定
)



マイク田君主ン端子(畏日)のスケルチ制翻

マイクロホン端子 (RD)のスケルチ制御を設定することにより、当社のハンデイ・ト

ランシーパーTH-7を使用して本機をコントロールすることができます。

初期設定はOnです。

1. (REV)を押しながら、電源をON(こする

2. (VFO)または@むを押して、メニューNO.58を表示する

パζミ¥ 最後に使用した周波数

回 |円

設定状態メニューNo.

3. ( 1Rl~/ll )を因して、設定したい状態を表示する
On : TH-7を使用してリモートコントロールをする場合

OFF :RD端子のスケルチ制御を行わない場合

す宇品
す
し

岡山

T
ム

を
終
豆
制
f
t
¥部一臥

4
・

置費蓮がONの嬬曾

TH-7を使用して本機をリモートコントロールできます。

TH-7の付属ケーブルを使用してマイクロホン端子に接続してください。 TH四7は、外部

コントローラーおよび、スピーカーマイクロホンとして動作し、 THヴのキーを使用して

本体をコントロールできます。

リモートコントロールの操作方法は、 TH-7の取扱説明書をご覧ください。

また、 TH-7を接続したときに、本機のスケルチ設定レベルによりTH-7のボリュームを

変化させることができます。本機で受信をしてスケルチが聞くと、本機からの音声信号

が出力されるタイミングとTH-7のスビーカーから聞こえるタイミングが同じになりま

す。また、スケルチが閉じたときのタイミングも同じになります。

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
編

「五五lT外7を使用する場合に、械の電源スイ yチの操作のしかたにより、正常なリモー卜
L一一一一」 コントロールの動作をしない場合があります。この場合は、本機とTH-7の電源スイッ

チを一度OFF(こし、 1秒以上後に再度、本機の電源スイッチをONにし、その次にTH-

7の電源スイッチをONにしてください。

I ~~ I TH-7は、テ.ュアルバンド、の小型FMハンディ・トランシーバーです。

(
そ
の
他
の
設
定
)韻窟がOFFの璃合

マイクロホン端子のRD端子には、本体のスケルチが閉じていても常にザーという雑音

の信号が出力されます。



パ?7.tーマンス竜王ード

パフォーマンスモード機能をONにすると、 10秒間キー操作がないと、自動的にディス

プレイを次のように表示することができます。デモンストレーシヨンや展示を行なう場

合に便利です。

全点灯後 1セグメントずつ消える
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nη HFa泊 ( TM-4社[::;，-骨ザ51)

↓ 点滅

-H5L L 0・

↓ 点滅

必
要
に
応
じ
て
設
定
す
る
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パフォーマンスモード中も通常に受信します。途中でキー操作または⑤£を回した

場合は、元の周波数表示に戻ります。 10秒以上何もしないと、再ぴパフォーマンスモー

ドになります。

1. (Q主主〉を押しながら、電源をONtこする

ディスプレイの明るさを強制的に一番明るい設定にして、パフォーマンス

モード機能がONになります。周波数表示になり、ビープ音が鳴ります。

(
そ
の
他
の
設
定
)

国 VFOリセットまたはメモリーリセットを仔なってください(→p82参照)。電源をOFFtこしても解除にはなりません。





醸陣'fj、曜まと患った品

修理を依頼される前に、トラブルシューティングの項目を点検してください。

それでも回復しない場合や動作がおかしい場合、およびつまみを回したりキーを押しで

も反応しないときは、メモリーリセットまたはVFOリセットを行なってみてください。

各種登録データを初期設定値(工場出荷時の状態)に戻します。

VFOI)1!‘Yト
メモリーチャンネルとコールチャンネルの登録データを除き、他の登録データを初期設

定値に戻します。

(VFO)を押しながら、電源をON(こする

初期値の周波数表示になります。

iιszfF3F宮内，唖，.ιsιeιe

α~ を離す
VFOリセットが終了し、初期設定値に戻ります。

2. 

メモリーリ1!ット
すべての登録データを初期設定値に戻します。

③むを押しながら、電源をONにする

ディスプレイにすべての表示が表われるまでG亙〉を離さないでください。
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③[)を離す

メモリーリセットが終了し、初期設定値に戻ります。

2. 

「一=玉ア寸チャンネル表示にしている場合、 VFOリセットおよびメモリーリセットはできませ
|注意|
L一一一一」ん。メニューNO.59で周波数表示に戻してから 1)セッ卜してください(→p40参照)。



トラブ、)1;シューヂイン夕、
次のような症状は、故障と判断する前にお確かめください。

保
守
&
参
考
編

症状 原因 対策
参照

ページ

DC電源コードが不良か、接続の不良
DC電源コードに異常がないか、また極
性カ昔、合っているか確認してください 11，12 

です
(赤:+極、黒:一極)

電源カf入らない
ヒユース。が切れた原因がないか確認。c電源コードまたは本体のヒューズ し、原ltSIヵずあれば修理をしてくださ

13 
が切れています い。その後、指定容量のヒューズと交

換してください

ディスプレイに何も表示 明るさ(テtイマー)の設定がOFF'こ
再度、明るさの設定をしてください

しない なっています
61 

明るさ(テ‘ィマー)の設定が、暗い設
再度、明るさの設定をしてください 61 

定になっています

ディスプレイの照明が精
L 、 電源電圧はDC13.8V士15%(11.7~ 

電源電圧が低下しています
15.8V)です。電源電圧がこの範囲にな

11，12 
い場合は、バッテリーの充電あるいは

安定化電源を調節してください

スケルチが閉じています スケルチのレベルを{尽くしてください 18 

DTSS力I~'ON'こなっています
DTSSをOFFにしてください(DTSSが表示されている) 49 

受信できない ページングカIfONになっています
ページングをOFF'こしてください

または、(VOL)相して (PAGカず表示されている)
52 

もスピーカーから音が聞

こえない CTCSSが、ONになっています
(CTCSSが表示されている)

CTCSSをOFFにしてください 46 (CTCSSユニットを取り付けた
場合)

ベル機能がONになっています
ベル機能をOFF'こしてください 68 

(ベルマークが表示されている)

キーやつまみの操作がで キーロック機能がONになっています キーロックを解除 (OFF)してくださ
きない (LOCKが表示されている) L 、 62 

コールチャンネルモードになってい
(CALL)， (VFO) ，③むのいずれか

ます
を押してコールチャンネルを解除して 20 

⑤重Dを回しでも周波数 ください

が変化しない

メモリーチャンネルモードになって 他のメモリーチャンネルにも、登録し
35 

いて、 1cHしか登録されていません てください



症状 原因 対策
参照

ページ

電源を入れたとき、以前に
バックアッフ!用の内蔵リチウム電池

お買い上げの販売j吉、または当社サービ

メモリーしたデータが呼ぴ
の電圧が下が、っています

スセンターで電池を交換してください 41 

出せない (有料)

メモリーシフ卜したあと、 プログラマブルVFOが設定されてい プログラマブルVFOの範囲を設定し直し
66 

周波数がシフト前と変わる ます てください

プログラムスキャンの範囲では、バンド

バンドスキャンカずできない プログラムスキャンになっています
スキャンになりません。プ口グラムス

43，44 
キャンの範囲外に〈亘Eで周波数をあ
わせ、スキャンをやり直してください

シフトがONになっているためリ/¥-
シフトをOFF'こしたあとでリ/¥ースを

リバースが解除できない スをOFFにすると、戻る周波数がバ
OFFにしてください

33，34 

ンド外になってしまいます

レピータを使用する条件に設定してくだ

レピータを自吏用できない
トーン間波数やシフト幅などが正し さし、

32，33， 
く設定されていません トーン周波数:88.5Hz，

シフト幅 :5MHz 
47 

マイクロホンのコネクターの差し込 マイクロホンのコネクターを確実に差し
13 

みが不完全です 込んでください

@うを押しても送信でき 送信禁止機能がONになっています 送信禁止機能をOFF'こしてください 63 
ない

バッテリーまたはDC安定化電源の容
バッテリーを充電するか、または適切な

電源容量のDC安定化電源を使用してく 11，12 
量カず不足しています

ださい

複数のキーを組みあわせた操作では、

キーの押しかたにいくつかの種類があり

2つ以上のキーを組みあわ
キーが正しく押されていません

ます。特に「あるキーを押しながら、別

せた操作か‘できない のキーを押すJrあるキーを押してか
ら、別のキーを押すjの2種類の操作を

区別してください

変調レベルが適切でありません
TNCの取扱説明書を参照して変調レベル

を調整してください

パケット通信で
マルチパス歪があります

アンテナの向きを変えてみてください

リトライ・エラーが多い (信号が強い所が最良とは限りません)

相手局との周波数カfずれています 周波数を合わせてください 21 

保
守
&
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アク1!ttリー

DTMF付き多機能ハンドマイクロホン

MC-45DM 

本機で使用できるアクセサリーには次のようなものがあります。

多機能ハンドマイク口ホン

MC-45 
144/430MHzデ‘ュアルパンダ-
TH単7

CTCSSユニット

TSU-8 
モジ‘ュラータイプ

マイクロホン切り替え器

MJ幽89

マイクロホンプラグアダプタ-

MJ-88 

外部スピーカー(車載用)

SP・50B
外部スピーカー(車載用)

SP-41 
拡張メモリーユニット

ME冒 1

保
守
&
参
考
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DC電源コード

PG四2N
固定局用DC安定化電源

PS-33 
固定局用DC安定化電源 (10Wタイプ用)

PS回23

車載アングル

MBイ2
ノイズフィルター (Max.20A)

PG回3G
ノイスεフィJレター

PG・-3B

車載アングル

MB-201 

アクセサリーをご使用の際は、各アクセサリーに付属の取扱

説明書をお読みください。I jì~ I 



ME回 1{拡醸メ華リーユニット)の取り付けTSU-8(CT岱S.:L="Jト)、
次に示す手順で、 TSU-8(CTCSSユニット)、 ME-l(拡張メモリーユニット)を取り付けて

ください。

-電源をOFFにしてから、取り付けを始めてください。

・各ユニットを取り付けるときは、 ICの面を必ず上にしてコネクタに差し込んでくだ

さい。

I )ì~ I 

ねじ (2本)を取り外します。

フック(5ヵ所)に注意しながら、カバーを取り外します。

eTSU-8の取り付け

3.ICのEを上にして、カバーシール部分をつまみます。

2. 

4. TSU-8のコネクタ部を、本体内部のTSU-8の刻印のある方の 8ピンコネクタに差

し込みます。

eME・1の取り付け

3.ICの商を上にして、 MEイを持ちます。

4. ME-1のコネクタ部を、本体内部のME-1の刻印のある方の5ピンコネクタに差し
込みます。

( 5ヵ所)に注意しながら、カバーを取り付けます。フック5. 

(→p46 

を取り付けます。

• TSU-8を取り付けた時の操作については、使いこなし編をご覧ください。
参照)

. ME-1を取り付けた持の操作については、チャンネル番号のダイレク卜入力をご覧く
ださい。(→p89参照)

零更雪

ねじ (2本)

1..:i~...1 

6. 

イラスト:TM-251 S使用

カバー

フック

保
守
&
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((MC-45DMまたはγ件7を接続のとき)J リ司王ート3ント口一JII

MC-45DMを接続してマイクリモートの設定をONにすると、 MC-45DMで本体をコント
ロールできます。

また、 TH-7をマイクロホン端子に接続すると、 TH-7で本体をコントロールできます

(→p80参照)。

1. ~.::J1.. .1 TH-7は、デュアルバンドの小型FMハンディートランシーバーです。

マイクリモートの韓窟
マイクリモートの設定をONIこすると、 MC-45DMで本体をコントロールできます。
初期設定は、 OFFです。

雪ロ些λ 骨ι 受信時 送信時

OFF 動作しない

DTMCFE 信号の送信
本({PA金各)キーに対応したリモートコントロールができる ( を押す

を押すと次の動作をする ことで、 DTMFメ

ON 'VFOモード : J寄波数のダイレクト入力 モリーの出力待機

-メモリーチャンネルモード:チャンネルのダイレク卜入力 状態)

-各種設定状態 :設定内容のダイレク卜入力

告主Dを押しながら、電源をONにする

α~ または@むを押して、メニュ -No.50を表示する
最後に使用した閤波数

保
守
&
参
考
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表示
掛

メニューNo.

⑤重Dを回して、設定したい状態を表示する
On コントロールできる

OFF:コントロールできない

設定状態

3. 

(pnうを押す
設定が終了します。

4. 

-フルデュープレックス(→p57参照)または、オートレピータオフセット機能(→

p32参照)がひNに設定されている場合は、マイクリモートの設定はOFF状鍛になり

ます。

巨E



MC-45D闘で本体をコント口一Jvする
マイクリモートの設定をONIこすると、 MC-45DMのテンキーは次のような機能に割り当てら

れます。それぞれのテンキーを押すと、対応した本体の機能をコントロールできます。

||  

|(ENTER) 

3 

@亙Q)

(REV) 

2 

Gill (TONE) 

(TONElCTCSS) 

(SHIFT) 

告E

6 

マイクリモートの
キーの口ック解除

DRSのPLAY

5 

マイクリモー卜の

キーのロック

ページングの
ON/OFF※ 

||  

|⑮※| 

スケルチ可変の

ON/OFF 

9 

⑮
一
⑩

8 7 

ボリューム可変
のON/OFF

|巴解除|
|巴|

特

|⑥|  
|⑥|  
||  

| ロック門ト | 
|⑩|  
⑩|  

-上の段の機能は、 CDを押してから各キーを押します。
・ボ 1)ューム可変またはスケルチ聴をON'こした場合、 Cむ (DWN)GD 
(UP) を押すと可変できます。

・ボリューム可変、スケルチ可変は、どちらか一方のみONにできます。

・ボリューム可変をON'こした時点のボリュームレベルは、前回OFF'こ戻した時点のボ

リュームレベルになります。

・スケルチ可変をON'こした時点のスケルチレベルは、現在スケルチボリュームで設定

されているスケルチレベルになります。

・マイク口ホンから他のDTMF信号が入ると、その信号に設定されることがありま

す。

・マイクリモートの設定がONのときに※マークのキーを設定すると、マイクリモー卜

の設定がONの聞は動作せず、 OFF'こしたとき機能が動作します。

EE  保
守
&
参
考
編



MC-45D闘で!覇漉童女主主どを入力する(子ンヰー入力)
MC-45DMのテンキーを使用して周波数やチャンネル番号などをダイレクト入力できま

す。マイクリモートの設定をONにした場合(→p87参照)に行なえます。

周j鹿轍のダイレクト入力

(豆~を押して、 VFOモードにする

ζむを押す
周波数設定が可能な桁が次のようにーで表示されます。

144MHz帯 : 14一.一一一

430MHz帯 : 43一.一一一

2. 

入力したい周波数 (CÐ~ O=:>)を押す
設定可能な上位桁から入力します。，

例:145.140MHzの場合

CI)-.ζD→CD-.仁D と押す

3. 

最後の桁を入力すると入力状態は終了し、表示されている周波数で受信し

ます。

-マイクロホンから他のDTMF信号が入ると、その信号に設定されることがありま
す。

・入力できない数字キーを押すと、最も近い設定可能な数字が入力されます。

例:14一一ーのときにζDを押すと、周波数軌こより f3Jが入力される
.CD 、 CÐ~o:J以外のキーを押すと、入力前の状態に戻ります。
・入力途中でCDを押すと、ー表示部分[;J:CDが押される前の数値が設定され
ます。

例:144.140MHzで、使用していて、 145.140MHzに移りたい場合に、 145.一一一

のときにCDを押すと145.140に設定されます。
・周波数ステッフ。の設定が12.5kHz、25kHzの場合は、 10kHz桁の入力で終了となり、

次のように自動補正されます。

I )ì~ I 
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入力キー 設定周波数

5 50 

6 62.5 

7 75 

8 87.5 

9 87.5 

入力キー 設定周波数。 。。
12.5 

2 25 

3 37.5 

4 37.5 

チャン=1tJレ番号のダイレクト入力

⑨むを押して、メモリーチャンネルモードにする

ζDを押す
チャンネル番号が一ーで表示されます。

2. 

入力したいチャンネル番号 (ζÐCD~ o:J CD)
上位桁から入力します。

オプシヨンのME-1(拡張メモリーユニット)を装着の場合は、 3桁を入力し

ます。

を押す3. 



チャンネル番号

I，，E78U丹
市唖" ， -，ιg 

MEイ装着時に百の桁が2のとき表示
ME-1装着時に百の桁が1のとき表示

最後の桁を入力すると入力状態は終了し、表示されているチャンネル番号

で受信します。

DTSSコードやページングメモリーコードの設定値をテンキーからダイレクトで入力で

きます。

番種瞳定値のダイレクト入力

構DTSSコードの設定

設定状態にする〈 αËQ)時@歪~時CD時 (SEL) (DTSS)) 
設定状態は、 DTSSコードの設定操作をご覧ください(→p48参照)

入力したいコード (ζD-仁む)を押す
上位桁から入力します。

3桁目を入力すると設定状態は終了し、周波数表示に戻ります。

2. 

骨ページングコードの設定

設定状態にする〈恒三D1秒以上時CD時C@(DTSS))
設定状態は、ページングコードの設定操作をご覧ください(→p52参照)

を押す設定したいメモリーチャンネル番号((D-QJ)
現在の設定コードが表示され、 Pが点滅します。

2. 

入力したいコード((D-QJ)を押す
上位桁から入力します。

3桁目を入力すると登録は終了し、操作2の状態に戻ります。同様に別の
メモリーに登録してください。

不要の場合は、次の操作へ進みます。

3. 

保
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4. 

「て工三ごっコードの入力中に、マイクロホンから他のDTMF信号が入ると、その信号に設定されi主意|
Lーニι」ることがあります。



MC-45DMでDTMFi;霊曜をi馨る
MC-45DMを接続すると、テンキーを使用してDTMF信号を送信できます。

@うを押しながら、テンキー(数字または記号)を押す

押したテンキーに対応したDTMF信号が送信されます。ただし、送信側で

はDTMF音は聞こえません。

子ンヰーで直揖浩信する

最大15桁までの数字および記号を、 DTMFメモリーに畳録できます (DTMFメモリーは

10個あります)。

初期設定は、 OFFです。

DTMFメモリーの畳錦

告~を押しながら、献をONにする

(VFO)または③むを押して、メニューNo.65を表示する

鰯 最後に使用した周波数

表示

メニューNo.設定状態

保
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⑤事Dを回して、 Pーーの状態を表示する

登録したい番号(最大15桁)を入力する

上位桁から入力します。

ディスプレイには3桁分の番号が順送りに表示されます。

押し間違えた場合は、(CALL)を押すと操作3に戻ります。

3. 

4. 

(K)を押す

登録したいチャンネル番号(O:J ~ζÐ) を押す
登録が終了し、操作1の状態に戻ります。同様に別のチャンネルに登録して

ください。

不要の場合は、次の操作へ進みます。

5. 

6. 

(PTT)を押す
登録状態が終了します。

7. 

DTMFメモリーの登録中に、マイクロホンから他のDTMF信号が入ると、その信号に

登録されることがあります。EE  
DTMFメモリーに入力できるキーは、 CD~CTI 、 ζD~0 、
GJ 、(][)の16キーです。また、 CIJ~0、GJ、③むは次の
ように表示されます。

Gコ+身、任:J-缶、Gコ+f、CD+d、③う-.E、(][)-酔F

ヨE



轍DTMFメモリーの確認

登録の設定操作3のあと(CALL)を押す

確認したいチャンネル番号を押す

登録されている番号が、 }I目送りで表示されます。

2. 

(pnうを押す
確認状態が終了します。

3盆

@!うを押しながら、 CEDを押す
いったん受信状態に戻り、 DTMFメモリーの送信待機状態になります。
ディスプレイには、 Pが表示されます。

DTMFメ司王リーのi華僑

送信したいDTMFメモリーのチャンネル番号 (CÐ~CD) を押す
登録されているDTMF信号が送信され、 DTMF音が鳴ります。ディスプレ
イには、番号が順送りに表示されます。

送信を開始すると、 (PTT)を離しでもDTMF信号の送信が終わるまで送信
状態は継続します。

2. 

. DTMFメモリーの送信待機状態は、 10秒間キ一入力がなくても解除されません0
・操作2のときにζÐ~CÐ以外のキーを押すと、送信待機状態が解除されます。I ji:% I 
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開聞申宮古曹の聾霊堂語、た

本機は技術基準適合証明(技適)を受けた送受信機です。本機のケースに貼られた技適

証明ラベルに、 1台ごとに異なる「技適証明番号jが記入されています。

本機を改造せずに、また付属装置、付加装置のいずれも付けない場合は、技術基準適合

証明送受信機として申請します。(→p93技術基準適合証明で申請する場合)

本機を改造したり、付属装置 (TNCなど)や、付加装置(トランスパータやブースタな
ど)を付ける場合は、保証認定を受けて申請します。(→p94保証認定を受けて申請す

る場合)

技遁証明ラベル
イラスト:TM-251 S{~吏用

技術轟準適合証闘で申講ずる場曾
申請書類のうち「アマチュア局の無線設備の技術基準適合証明書発行願J2.送信機6の欄
(以後『送信機6.1)、および「無線局事項書及び工事設計書」裏面の 122工事設計」

(以後 r22工事設計.1)は下記を参考に技術基準適合証明番号を記入してください。

記入例

アマチュア局の無線設備の技術基準適合証明書発行願

保
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ここに技適証明ラベルの
番号を記入する

:

周

石
川
一
等

鳳

R

何

U

E
引

宛.宵明征
aム仇阿海地噂申a

 
術鎗"棋
"
 

の儒股
凶
抑匁『の局ア4

，
 

マア

一叩醐

-
m
m
画一一



※3 

※4 

無線局事項書及び工事設計書(裏面)

※1 

※2 

提・t可健常
"去の堅実
同町剛

※5 

目I)'~
!~!:~:::I ~むよm=酬に…

『周波数帯Jのところには、メインバンドの周波数帯を記入してください。
『空中線電力』のところには、 rHighJのときの送信出力を記入してくださいo

f技術基準適合証明番号』のところには、技適証明ラベルの番号を記入してくだ
さい。

『発射可能な電波の形式、周波数の範囲、変調の方式、定格出力、終段管』の記

入と、送信機系統図の添付を省略することができます。

『送信空中線の形式』のところには使用する送信空中線の形式を記入してくださ

しミ。

t
i

勺
ん
今
コ

※

※

※

 

※4 

※5 

保証調理在費けて申請する曙舎
付属装置等を付設した場合は、保証認定を受けて申請してください。

ノ
¥書

宇佐

山
一
号
川一番
目"の
鹿

嶋

'

U
E

凡
畑一ベ
リピ一フ
削内明

日

干

ル
H
L

i

苦
闘

1
適

有

有

有

志

技

ヲ
」

{のりづけ}
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e弘.，与幕す1:， '1帽...払る受付値嶋'.1:1国信.
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「方「名称J裏面の W5.送信機の付属装置Jには、使用する装置の諸元を確認して、
式、規格Jを記入してください。

記入例

5.送信機の付属装置

名称 :TNC装置
方式及び規格:下表参照

通信速度 1200bps 9600bps 

符号構成 AX.25プロトコル準拠

AFSK 
GMSK 

方式 副搬送波周波数;1700Hz 
ガウスフィルタにより帯域制限

周波数偏移;:t500Hz (BbT =0.5) d nたG附ベールド l
信号による直接関波数変調

電波型式 F2 F1 

周波数偏移 土2且4kHz



「無線局事項書及び工事設計書」裏面の 121希望する周波数の範囲、空中線電力、電波

の形式」と 122工事設計」は下記を参考に記入してください。

※3 

※4 

※5 

H 

+…ーuレ/44FhMt¥fJ'竺0em1剛1千L 1干ヨ-帥 組・'"電慌の.. 電.両国式 鹿晴世帯宣宇Eth 喧喧向型式

レ--t¥'t'+f<¥'..1u '11-:)' ，'U ______.，_~l .'I.__~__' 

レ!
一一 t 1-' 

i i二;l二日-JY 
/〆

目エ甲山f 串l胡壇 制明伊/ 車且温時 制胡揖

"o祖到 底冒岨E'色豊富置 車冒 険皇置E Z位置曙EE圭 .E .冒噌置瞳量

担事基事前...時出V日nnnnlill!!L 1 ..----

削 I可昆" I 1'2，干ヨ ~---ン----
屯直由国式‘ ¥44MHz盤
J.~油位向範剖 ι'1' 

同町方式 市)T791強固

制出向 10 w I I w I " I 

:l叩 00叩，(11 .---l-/ 
~圧 13，~ ， I J..---rr 
，E空中直の" 圃草量掴11:111).有tR量 】 日恒

f白地内工事世計 電車古車2車に且宜す晶4k件日骨量La'"畠 描付図面 白迅措撞革属国

※1 

※2 

記入例

『周波数帯Jのところには、メインバンドの周波数帯を記入してください。
『空中線電力』のところには、 IHighJのときの送信出力を記入してください。

『技術基準適合証明番号jのところには、技適証明ラベルの番号を記入してくだ

さい。

付属装置等を付けても変更にならない事項の記載は省略できます。

『送信空中線の形式』のところには使用する送信空中線の形式を記入してくださ

1
1
4
4
1
u
 

※

※

※

 

※4 

※5 
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， TM-251 0， TM-451 0を使用するためには、第3級アマチュア無線技士以上の資格が、

必要になります。

'TM司251S，TM-451Sを使用するためには、第2級アマチュア無線技士以上の資格が

必要になります。

I )ì~ I 

申請に関するお問い合わせは、

財団法人日本アマチュア無線振興協会

〒170-88 東京都豊島区巣鴨1丁目24番3号小島ピル
電話監理部業務課 (03) 5395-3206~9 

関西支所財団法人日本アマチュア無線振興協会

〒543 大阪市天王寺区大道3ふ 13

電話代表 (06)779-2640 



i馨{聾轍薬舗国

144.000-
145.995MHz 

TM-251/251 0/251 S 

(注)

TM-251 : M57715 

TM-251 D : M57737 

TM-251S : S-AV24 

430.000-
439.995MHz 

TM-451/451 0/451 S 

(注)

TM-451 : M57752 

TM-451 D : M57729 

TM-451S : M57788 

保
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i璽開，~善事たってのごj主購

電波を発射する際は、次の運用規則にご注意ください。

日本アマチュア無線機器工業会 (JAIA)

ハムバンドの近くには、多くの業務用無線局の周波数カずあり運用されています。これら

の無線局の葺近距離で電波を発射するとアマチュア局が電波法令を満足していても、不

測の電波障害が発生することがあり、移動運用の際には十分ご注意ください。特に次の

場所での運用は原則として行わず必要な場合は管理者の承認を得るようにしましょう。

民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、

業務用無線局および中継局周辺等。

無線局運用規則

第9章 アマチュア無線局の運用(発射の制限等)

第258条 アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信

に支障を与え、若しくは与えるおそれがあるときは、すみやかに当該周波

数による電波の発射を中止しなければならない。以下省略

I<~~.I 

アフターサーピス

骨保証書

保証書は、必ず所定事項(お買い上げの販売庖名、お買い上げ日)を記入し、記載内容

をお確かめの上、大切に保存してください。
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骨保証期間
保証期間は、お買い上げの日より1年です。正常なご使用状態でこの期間内に故障が生

じた場合、保証書の規定に従って修理いたします。

お手数ですが製品に保証書を添えて、お買い上げの販売屈または当社サービスセン

タ一、営業所にご相談ください。

骨保証期間経過後の修理

保証期間が過ぎた後の修理については、お買い上げの販売庖または当社サーピスセン

タ一、営業所にご相談ください。

修理によって機能が維持できる場合、お客様のご要望により有料で修理いたします。

輔アフターサービス

アフターサービスについてご不明な点は、ご遠慮なくお買い上げの販売居または当社

サーピスセンタ一、営業所にご相談ください。



擢櫨

TM刷251/2510/251S TM-451 1451 0/451 S 

周波数範囲 メイン1¥ンド 144.000~ 145.995 430.000~439.995 

(MHz) 
サブバンド(受f言) 430.000~439.995 144.000~145.995 

電波形式 F2， F3 

アンテナインピーダンス 500 

使用温度範囲 -20
0 

C~十60
0

C 

電源 OC13.8V士15% (11.7V~15.8V) 

接地方式 マイナス接地

10Wタイプ
送信(最大) 3.0A以下 3.5A以下

般
j首

受信(無信号時) 0.6A以下 0.6A以下

イ土
4義費 Dタイプ

送信(最大) 8.0A以下 8.0A以下

電
受信(無信号時) 0.6A以下 0.6A以下

流

Sタイプ
送信(最大) 11.0A以下 10.0A以下

受信(無信号時) 0.6A以下 0.6A以下

周波数安定度
メイン1¥ンド :t10ppm以内 :t10ppm以内

サブバンド(受信) 土10ppm以内 土10ppm以内

寸法(偏×品さ×奥行き) 10Wタイプ:140mm X40mm X 11 Omm 
(突起物含まず) O/Sタイプ:140mmX40mmX160mm 

重量 10Wタイプ:0.8kg 
O/Sタイプ:1kg 

High 10W 10W 

10Wタイプ MIO 約1W 約1W

LOW 約0.5W 約0.5W

送 High 25W 25W 
f言 Dタイプ MIO 約10W 約10W出

カ LOW 約1W 約1W

送 High 50W 35W 
信
音E Sタイプ MIO 約10W 約10W

LOW 約5W 約5W

変調方式 リアクタンス変調

不要輔射強度 -60dB以下

最大周波数偏移 :t5kHz 
変調ひずみ (60%変調時) 3%以下

マイクロホンインピーダンス 6000 

受信方式 ダブルスーパーヘテ口ダイン

中間周波数(第11FI第21F) 45.05MHz/455kHz 45.05MHz/455kHz 

受信感度 (12dBSINAO) 一16dBμ(0.16μV)以下

同.x. 
選択度 -6dB 12kHz以上
{言
音B選択度一60dB 28kHz以下

スケルチ感度 -20dBμ(0.1μV)以下

低周波出力 (5%ひずみ時) 2W以上 (80負街)

イ氏周波負荷インピーダンス 80 
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• JAIA (日本アマチュア無線機器工業会)で定めた測定法によります0

.定格は技術開発に伴い変更することがあります。EE  
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操作早見一覧

操作に慣れたら、操作早見一覧をお使いください。ここを見るだけで操作の手順がわかります。

: (二D吟@亙D一一一一-------------------一一一一一一一一一一一一一一一一一--p19 
: (互⑥吟⑤⑤で周波数を合わせる一一一一一一一一一一一一一p20

:~吟⑤事D でチャンネル番号を選択一一一一---・M・-一一一一一一ーす20
: マイク口ホンのG亙〉 一一一司一………一………剛…幽一………幽一一一一“一一.一一一一-一一固一一'一'一一……一…幽幽一一一一一一一一-一-一一一一-一一-一一-一冒一一一一冒一一R一一……嗣一…帽一一岨一“一一一一“一一M一一-一-一一一一-一一開一一胴一陪一一一一一一一一-一-一一'一開一p凶仰2初O 

操作バンド切り換え

VFOモード

メモリーチャンネルモード

コールチャンネルモード

オートレピータオフセット :(i⑥吟⑤Eでレピータ運用周波数帯に合わせる一一一p32
シフトの方向(十、一、 OFF) : co吟(SHIFT)--一一一一一一一一一一一一一一一一一--------一一一------------p33 
リバースのON/OFF : (豆~ -------一一……一 -一一一一一一一一一一一開一一一"一一………明一………帽一…….一一幽一-p仰3出4 

:閤波数やデータを設定吟ζD吟⑤Eでチャンネル番号を選択
吟③[)一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--p36

:周波数やデータを設定時co吟⑨Eでチャンネル番号を選択
吟③[)1秒以上吟⑤Eで送信周波数を設定時③互〉一一一一寸

シンプレックスチャンネル

スプリットチャンネル

コールチャンネルメモリー

・シンプレックスチャンネル:周波数やデータを設定吟co吟マイクロホンの (CALL)--一一一一p37
・スプリットチャンネル :周波数やデータを設定時co吟マイクロホンの (CALL)1秒以上

吟⑤量~で送信閤波数を設定吟マイク口ホンの G亙ALL) 一…一一一-一一一-一一一一一-一一…開一一…"一…幽一.叩37
メ月モリト一チhヤンパネJル川レ同を呼肘び出肘す :~亙Eむ〉吟⑤雪~ でチhヤンパネjル崎レ噌番号軒を選猷択一一一一一一一一-一一一一一R一一一開一一…胃一一"一.一一……….一…一幽一一一幽一一幽一一幽一一一一一p問3拘8 
メ河モリト一シηフト :~吟⑤重~で押チヤρンネル番号を選択吟co 吟( M~V) 一一叩41
メモリークけ :~吟⑤E で、チャンネル番号を選択

吟coを押しながら③む一一一一一一一一一一一一一一一一一一一p41
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バンドスキャン : (VFO) 1秒以上一一----------一一--------------一一一一一p43

プログラムスキャン 屯~1秒以上一一一一一一一一一一一一一一p44
メモリースキャン :~1秒以上“一一一一一一一一一一一一一一一----------一一一一一一叩45
メモリーチャンネルロックアウト:~吟⑤⑤でチャンネル番号を選択吟包豆K) 1秒以上一一一p45
コールスキャン :マイクロホンの (CALL)1秒以上一一一一一一一一一-----------ー一一一一一p45

スキャンの解除 r任意のキー」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-p42 



: (TONE/CTCSS)一一一一一一一一一一一一一一一一-----・-一一---------一一p46

:トーンをON時ζD吟Gむ (TONE)吟⑤⑤でトーン周波数を選択
時「任意のキー」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 p47

CTCSS，トーンのON/OFF

トーン周波数の選択

: (DTSS) ----・M・-------------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一p49

: (VFO)吟OTSSをON吟ζD吟告む(OTSS)
吟⑤通Dでコードを選択吟(SEL) (OTSS) ---------一一一一一一一-----・-一 p48

OTSSのON/OFF

OTSSコードの設定

:a主主)1秒以上一一一----------一一--------一一一----------一一一一--------一一一一p52
:ページングをON時CD吟 ~(OTSS)
吟(/Rl~ )でメモリー番号を選択吟 ~(OTSS)

吟③量Dでコードを選択吟(PTT)一一---・M・--------------一一一--------一一p52

:ページングをON時CD吟 ~(OTSS)
時⑤Eでメモリ一番号を選択吟⑨む吟(PTT)--一一一一一一-----・ p55

ページングのON/OFF

ページングコードの設定

ページングメモリーの

ロックアウト
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キーロックのON/OFF : (二D吟包豆D---------…一一一一一一一一一--------------一一---・M・-一ー一一叩62

マイクロホンのPFキーの設定

・モニターキーに設定 :CDを押しながら電源ON--…一一一一---------一一--------一一一一一一一p64
・Fキーに設定 : (TONE/CTCSS)を押しながら電源ON一一一一一一一一一一一一一一一p64

ベル機能のON/OFF (SELL) 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一p68

送信出力切り換え :~亘D 一一一一一-------------一-----------一一一一---------一一一----------一一一一 p74
/'¥フォーマンスモード

-設定

・解除

リセット

:a歪=②〉 をt押甲しながら電源O側N一…一一一一一一一……一……….….一……一開一一一慣一一'一冒一一一一一一一一一一一…一………幽…幽一………"一…脚一一一一開一一固一一-一→-
: VFOリセツ卜またはメモリ一リセツ卜をf子なう慣一一一一一一一一一一一一一一一一p78

屯 E⑤Dを押帆しなMがら滝電j源駒原駒ON榊吟 (VFC⑤D を離酎す 一一一一一一一-一一一一一一-一一一一圃一一……圃一一….一…………嗣一…一'一一一閉一一R一一一冒一'一冒一一一一一一一.一一………幽一一………….一………幽一………胴一……帽一一桐一→R
:(③MRむ〉をt押甲しながら滝電源約ON榊吟③Eむ〉を捕離す一一一一一-----------慣 ------p82

• VFOリセット

-メモ 1)ーリセット



操作バンド一一一一一一一一一一一一一一一-p19
送信機系統図一一一一一一一一一一一一一一-p96
送信出力一一一一一一一一一一一一一一一一回p74
タイムアウトタイマー (TOT) 一一一一一一一一一p75
タイムオベレートスキャン (TO)一一一一一p43

チャンネル表示一一一一一一---------一一一一-p40
デジタルレコーテsイング (DRS)一一一一一一一一p76

ディスプレイの明るさ-------一一一一一一一一一一一一p61
ディスプレイ表示モード一一一一一一一一一-p60

ディマーレベル幽一一一一一一一一一一一一一p61

ディレイ時間一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一p50
テンキ一一一一一一一一一一一一一一一一一一p88~91

トーン一一一一一一一一一一一一-----------p46， 47 
トーン南波数一一一一一一一一一一一一一p46，47 
トーンスケルチ (CTCSS)一一--------------p46 

パケット通信一一一一一一一一一一一-p14，78，79
パフォーマンスモード一一一一一一一一一一一一一一一p80
/'¥ンドスキャンー一一一一一一一一一一一一一一一一…一一-p43
ヒステリシスタイマー一一一一一一一一一一一一一一一四p71

ビープ音------------…一---------一一一一一一一-p63
ファジー制御一一一一一一一一一---------一一-p21
フjレテsュープレックス一一一一---------一一回-----一一p57

プログラマブルVFO-一一一一一一一一一一一一一一p66，67

プログラムスキャン一一一一一一一一一一一一一一一一一p44
ページング一一一一一一一一一一一一----p51~56 
ぺージングコード一一一一一一一一一一一一一一p51~54
ページング自動解除一一---------一一一一一一-p55
ページングメモリ一一一一一一一一一一一一一一一--p51，55 
ページングメモリーのロックアウト一一一一一一p55
ベル一一一一一一一一一一一一一一一一p68，69，72
マイクリモー卜一一一一一一一一一一一一一一一一一p87，88 
メインバンド…一一一一一一一一--------幽一一一一p19

メモリ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一p35
メモリークリア一一一一一一一一一一一一一一p41

メモリーシフト R一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-p41
メモリースキャン剛一一一一一一一一一一一一一一一一p42，45
メモリーチャンネルモード一一一一一一一一-p20
メモリーチャンネルロックアウト一一一一一一一一p45

メモリーリセット一一一一一一一一一一一一一一一一一一p82

モニターキ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一p64
リセット開一一一一一一一一一一一一一一一一p82

リ/¥ース一一一一一一--.-----一一一一一一一一一一一一p34
レピータ一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一p32，34
リモートコントロール一一--------一一一p79，87，88

覇望書l

APO (オートパワーオフ)・--・-一一一一一p61，72
CTCSS (トーンスケルチ)一一一一一一-p46，48

CTCSS周波数一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一p47
CTCSSユニットー---------.--一一一------.--開p46，86 
DC安定化電源(固定局用安定化電漉)ーや12，85

DRS (ディジタルレコーディング機能)一一一p76

DTMF信号一一一一一一一一一一一一-p46，48，91

DTMFメモリ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一p91，92
DTSS 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 p48~50

DTSSコードー-----.--一一一一一---------p48~50， 90 

Sメータースケルチ一一一一一一一一一一一一一一一一一p70

TNC一一------.---------一一一一一--・-一一一一一一一一一p14
TOT (タイムアウトタイマー) 一一一一一一一一一p75

VFOモード一一一一---・---------一一一一一一一一一一一p20
VFOリセット一一一一一一一一一一一一一一----.---一一一-p82
相手局コード一一一一一一一一一一一p51，52，54

アクセサリ一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一-p85
オートパワーオフ (APO)一一一一一一--・-.--回p72
オートレピータオフセット・-------四一一一一一司p32

オープンページング一一---------…一一一一一欄p56
開局申請書の書きかたー"一一一一一一一p93~95

キーロック一一一一一一--------一一一一一一回-----一一一一p62
キャリアオベレートスキャン (CO) 一一一--・--p43

グループコード一一一一一一一一一一一一一一一一p51~55 
コールスキャン一回--------…一一一一一一一一-p45

コールチャンネル一一一一一---------・--・-----p20 ，37 
コールチャンネルメモリ一一一一一一一一一一一一一p37
コールチャンネルモード一一一一----・M・-一一-p20

サブバンド一一…一一一一一一一一一一一一一一一一p19，57
自局コード一一一一一一一…---p51~52 ，p54~55 

シフト一一一----・.---------一…--------ー一一一一ーp33

シフト幅一一一一一一一一一一一一一一一一一p33
車載アングル一一一一一一一一一一一一p8，11，12

周波数自動補正一一一一一一一一一一一一一一一p65
間波数ステップ一一一一一一一一一一一---p21，65
周波数範囲…一一一一一一一一一一一一一一一p33，34，44，67
シンプレックスチャンネルメモリ一一一一一一一同p36

スキャン一一一一---------ー開--------一一一-p42~45

スキャン再開条件----------一一一一一一一一一p43
スキャン方向一一一一一一一一一一一一一一-p42
スケルチ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一p18，70
スプリットチャンネルメモリ一一一一一一一一一一蝿p36
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アフターサービスのお間合わせは、

購入鹿または最寄りの当社サービスセンター

営業所をご利用ください。

商品に関するその他のお間合わせは、

お客様相談室をご利用ください。

電話 (03)3486-5515

iくENWOOD
株式会社ケンウッド
東京都渋谷区渋谷1-2司5(アライブ美竹)〒150

電話(03)3486-5511


